
地域全体で支え合う
心ふれあうまちづくりを目指して
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万寿園では毎年、保育所の子どもたちを招待し交流会を
開催しています。手遊びゲームなどをして楽しいひと時
を過ごしました。（８/28 万寿園）
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人口の動き（７月）� 住民基本台帳登録者人口

世帯数 20,075戸 （＋ 151）

人口 50,767人 （＋ 281）

男 24,558人 （＋ 147）

女 26,209人 （＋ 134）

� （　）内は前月比
◎７月中の異動
出生 37人（＋ 10） 転出 71人（－ 8）
死亡 41人（＋ 8） その他増 0人（－ 1）
転入 68人（－ 10） その他減 0人（± 0）

法改正による増 288人 －

�平成24年７月９日の法改正に伴い外国人住民が含まれるようになりました。（　）内は前月比

交通事故発生状況
区分 ７月 平成24年累計

発生件数 120（＋ 2） 816（－ 71）
　人身 15（－ 5） 114（－ 27）
　物損 105（＋ 7） 702（－ 44）
死者 1（＋ 1） 1（－ 2）
重傷 1（－ 1） 9（－ 4）
軽傷 14（－ 8） 120（－ 27）

� （　）内は前年比

火災・救急状況
区分 ７月 平成24年累計
火災 3 （± 0） 7 （－ 5）
救急 150 （＋ 6） 994 （－ 60）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせは� ☎43・6899�まで

　

長
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

て
き
た
高
齢
者
の
方
々
に
感
謝
し
、
地
域
ぐ
る

み
で
長
寿
を
祝
う
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
も
敬

老
会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
単
位
や
自
治
会
単
位
で
開
催
す
る
よ
う
に

な
り
、
今
年
で
3
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
て
い
る
と
言

わ
れ
る
昨
今
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
・
安
全
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

は
、
地
域
の「
絆
」が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
り
ま

す
。

　

地
域
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
た
敬
老
会
を

開
催
す
る
こ
と
で
、「
高
齢
者
を
見
守
る
支
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
は
じ
め
と
す
る
、
地
域
の

「
絆
」づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

■
は
じ
ま
り

　

敬
老
会
は
、
兵
庫
県
多
可
郡
野
間
谷

村（
現
在
の
多
可
町
八
千
代
区
）の
門
脇

政
夫
村
長
が
昭
和
22
年
９
月
15
日
に
、

「
老
人
を
大
切
に
し
、
年
寄
り
の
知
恵

を
借
り
て
、
村
作
り
を
し
よ
う
」と
開

い
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

昭
和
25
年
、
兵
庫
県
は
９
月
15
日
を

「
と
し
よ
り
の
日
」と
定
め
、
そ
の
後

「
老
人
の
日
」を
経
て
、
昭
和
41
年
に
は

国
民
の
祝
日「
敬
老
の
日
」と
な
り
ま
し

た
。

　

平
成
14
年
に
は
、
９
月
15
日
が「
老

人
の
日
」、
同
21
日
ま
で
の
１
週
間
が

「
老
人
週
間
」と
な
り
ま
し
た
が
、
平
成

15
年
か
ら
は
、
国
民
祝
日
法
の
改
正
に

よ
り
、「
敬
老
の
日
」は
、
９
月
の
第
３

月
曜
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
赤
穂
市
の
敬
老
会

　

赤
穂
市
の
敬
老
会
は
、
連
合
婦
人
会

の
創
立
50
周
年
記
念
誌
に
よ
る
と
、
市

内
各
婦
人
会
で
昭
和
28
年
４
月
・
５
月

に
そ
れ
ぞ
れ
の
敬
老
会
を
開
き
、
手
づ

く
り
の
料
理
や
演
芸
で
長
寿
を
祝
っ
た

こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
が
、

本
市
に
お
け
る
敬
老
会
の
原
形
で
、
そ

の
後
、
９
月
15
日
を
中
心
に
敬
老
会
が

催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
33
年
以

降
は
、
地
区
ご
と
に
、
９
月
14
日
と
15

日
の
２
日
間
に
分
け
て
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
か
ら
は
、
地
域
の
負
担
等

を
考
慮
し
、
市
内
全
域
を
対
象
と
し
た

合
同
会
を
文
化
会
館
に
お
い
て
実
施
し

ま
し
た
。

　

合
同
会
と
し
て
行
う
敬
老
会
は
、
平

成
21
年
ま
で
計
５
回
開
催
し
、
式
典
に

加
え
、
地
区
演
芸
や
芸
能
人
、
幼
稚
園

児
な
ど
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
は
、
ご
近
所
の
人

の
顔
が
身
近
に
見
え
る
、
ま
ち
づ
く
り

単
位
や
自
治
会
単
位
で
の
開
催
と
な

り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

■
地
域
で
お
祝
い
す
る
敬
老
会

　

地
域
で
開
催
す
る
敬
老
会
で
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、

毎
年
、
各
地
域
の
特
色
や
趣
向
を
凝
ら

し
た
敬
老
会
を
開
催
し
、
ご
好
評
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
人
の
感
想
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

▽�
初
め
て
お
寺
で
の
開
催
と
な
っ
た

が
、
子
ど
も
達
が
中
心
に
進
め
て
く

れ
た
お
か
げ
で
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

も
楽
し
ん
で
く
れ
て
、
世
代
間
交
流

が
図
ら
れ
た
。

▽�

婦
人
会
を
中
心
に
、
自
治
会
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
等
が
数
カ

月
か
け
て
準
備
を
し
て
く
れ
た
。
金

管
バ
ン
ド
を
は
じ
め
、
幼
稚
園
・
保

育
所
・
婦
人
学
級
が
出
し
物
を
披
露

し
て
く
れ
数
名
の
方
か
ら
お
礼
の
電

話
を
い
た
だ
け
た
。

▽�

自
治
会
・
老
人
会
共
催
で
実
施
し
て

お
り
、
老
人
会
の
方
々
を
中
心
に
準

備
を
し
て
い
た
だ
け
た
。

▽�

名
簿
の
不
明
者
を
調
査
す
る
こ
と

で
、
以
前
よ
り
地
域
の
現
状
が
把
握

で
き
て
い
る
。

▽�

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
中
学
校
の
吹
奏
楽

敬
老
会
の
変
遷

敬
老
会
の
変
遷

地
域
全
体
で
支
え
あ
う
、

心
ふ
れ
あ
う

ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て

―
 

今
年
も
ご
近
所
の
顔
が
見
え
る
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す

■敬老会対象者数
� （7月31日現在）（人）

区 名 対象者数 男 女

赤 穂 1,176 444 732

城 西 788 277 511�

塩 屋 1,103 367 736

西 部 429 167 262

尾 崎 1,042 404 638

御 崎 524 205 319

坂 越 684 293 391

高 雄 384 152 232

有 年 620 228 392

合 計 6,750 2,537 4,213

→

�No.7�9  �01�年 9月� No.7�9  �01�年 9月



部
が
演
奏
し
て
く
れ
て
、
大
変
盛
り
上

が
っ
た
。
ま
た
芸
能
愛
好
者
が
５
つ
の

出
し
物
を
披
露
し
て
く
れ
た
。
５
つ
の

単
位
自
治
会
で
合
同
実
施
し
た
こ
と
が

良
か
っ
た
。

▽�

地
区
全
体
で
、
小
学
校
の
体
育
館
で
実

施
し
た
。
幼
稚
園
・
保
育
所
・
小
学
校

の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
等
や
、
地
元
の

方
の
演
芸
な
ど
、
ど
れ
も
好
評
で
、
内

容
が
大
変
良
か
っ
た
。
次
回
も
全
体
で

実
施
し
た
い
。

▽�

敬
老
会
の
形
を
取
ら
な
い
市
町
村
が
増

え
て
い
る
中
で
、
赤
穂
市
が
こ
う
し
て

地
域
で
開
催
す
る
こ
と
は
、
大
変
意
義

の
あ
る
こ
と
だ
。

　

都
市
部
で
は
、
単
身
世
帯
の
増
加
や
高

齢
化
を
背
景
に
、
誰
に
も
気
付
か
れ
ず
に
、

人
知
れ
ず
亡
く
な
る「
孤
独
死
」の
問
題

が
、
年
々
深
刻
化
し
て
い
ま
す
が
、
ご
近

所
の
顔
が
見
え
る
敬
老
会
は
、
地
域
の
希

薄
化
に「
待
っ
た
！
」を
か
け
る
、
有
効
な

手
段
の
一
つ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
等
の
高
齢
者
が
寝
室
に

火
災
警
報
器
を
購
入
設
置
し
た
と
き
１
軒

に
つ
き
１
個
ま
で
２
，
５
０
０
円
を
上
限

と
し
て
助
成
し
ま
す
。

◦�

申
請
受
付
期
限　

平
成
25
年
３
月
31
日

◦�

対
象
者　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯

◦�

火
災
警
報
器
の

種
類　

Ｎ
Ｓ

マ
ー
ク
の
つ
い

た
煙
感
知
器

　

日
常
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
時
、
掃
除

や
買
い
物
な
ど
の
家
事
援
助
に
つ
い
て
の

み
、
赤
穂
市
ホ
ー
ム
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎

42
・
３
３
７
６
）の
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、

そ
の
利
用
料
金
の
９
割
を
助
成
し
ま
す
。

（
週
２
回
、
１
回
１
時
間
が
限
度
）

◦�

対
象
者　

日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障

が
あ
る
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

人
、
ま
た
は
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
で
、

い
ず
れ
も
介
護
保
険
の
対
象
と
な
ら
な

い
人

◦�

利
用
者
負
担　

利
用
料
金
１
時
間
あ
た

り
９
０
０
円
の
う
ち
１
割

　

御
崎
の
万
寿
園
で
、
毎
週
１
回
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
入
浴
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。
利
用
２
回
の
う
ち
１
回
は
、

作
業
療
法
士
に
よ
る
簡
単
な
楽
し
い
体
操

を
し
ま
す
。

◦�

対
象
者　

介
護
保
険
の
対
象
と
な
ら
な

い
65
歳
以
上
の
虚
弱
な
人

◦�

利
用
者
負
担　

１
回
２
５
０
円（
昼
食
代

は
別
途
実
費
）

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
夕
食
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
健
康
保
持
と
安
否
確
認
を
図

り
ま
す
。

◦�

対
象
者　

70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
人
、
ま
た
は
75
歳
以
上
の
高
齢
者
だ

け
の
世
帯
で
、
日
常
の
調
理
が
困
難
な

人
◦�

利
用
者
負
担　

１
食
２
５
０
円

　

徘
徊
高
齢
者
に
携
帯
電
話
と
同
じ
く
ら

い
の
大
き
さ
の
機
器
を
身
に
つ
け
て
い
た

だ
き
、
居
場
所
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
、

そ
の
居
場
所
を
家
族
に
伝
え
、
事
故
防
止

を
図
り
ま
す
。

◦�

対
象
者　

市
の
認
知
症
老
人
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人

◦�

利
用
者
負
担　

毎
月
の
基
本
使
用
料

５
２
５
円（
そ
の
他
に
位
置
情
報
提
供
料

金
、
現
場
急
行
料
金
が
利
用
し
た
場
合

に
別
途
発
生
）

　

現
在
56
の
単
位
老
人
ク
ラ
ブ（
会
員
総
数

２
，
８
７
４
人
）が
、「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

の
３
つ
の
原
則
を
軸
に
、
自
分
の
生
活
や

地
域
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　

近
年
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
地
域
の「
支
え
手
」

と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
と
い
う
団
体
が
地
域
に
根
差

し
た
活
動
を
主
軸
と
し
て
お
り
、
豊
か
な

地
域
社
会
づ
く
り
に
必
要
不
可
欠
な
役
割

を
担
う
存
在
で
あ
る
た
め
で
す
。

　

概
ね
60
歳
以
上
の
人
な
ら
ど
な
た
で
も

入
会
で
き
ま
す
。
お
互
い
に
助
け
合
い
な

が
ら
、
仲
間
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
を
し
、

豊
か
な
高
齢
期
を
送
る
た
め
に
、
老
人
ク

ラ
ブ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

赤
穂
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
健

康
づ
く
り
や
介
護
予
防
の
観
点
か
ら
、
高

齢
者
の
姿
勢
と
健
康
ウ
ォ
ー
ク
の
重
要
性

に
着
目
し
、「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
大

会
」を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時　

11
月
21
日（
水
）

　

※
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
延
期

　

午
前
9
時
～　

受
付
開
始

　

午
前
9
時
30
分
～　

開
会

◦
会
場　

赤
穂
海
浜
公
園

◦
募
集
人
員　

先
着
30
名

　
（
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

◦
参
加
費　

５
０
０
円（
お
弁
当
・
お
茶
付
）

◦
募
集
期
間　

9
月
30
日
ま
で

　

社
会
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

※
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
と
は

　

ポ
ー
ル
を
使
っ
た
簡
単
な
歩
行
運
動
で

す
。
適
切
な
長
さ
の
ポ
ー
ル
を
持
つ
こ
と

に
よ
り
歩
行
姿
勢
が
正
さ
れ
、
呼
吸
も
整

う
た
め
、
年
齢
性
別
を
問
わ
ず
気
軽
に
楽

し
め
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
効
率
が
非
常
に

良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
等

火
災
警
報
器
購
入
助
成
事
業

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
等

火
災
警
報
器
購
入
助
成
事
業

赤
穂
市

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

赤
穂
市

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

自
立
支
援
配
食
サ
ー
ビ
ス

自
立
支
援
配
食
サ
ー
ビ
ス

徘
徊
高
齢
者

家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

徘
徊
高
齢
者

家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

地
域
を
支
え
る　

老
人
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

地
域
を
支
え
る　

老
人
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

大
会
参
加
者
募
集
に
つ
い
て

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

大
会
参
加
者
募
集
に
つ
い
て

み
ん
な
で
築
こ
う
安
心
と
活
力
あ
る
長
寿
社
会

　

現
在
９
月
15
日
は
、
老
人
福
祉
法
上「
老
人
の
日
」と
定
め
ら
れ
、
９
月

15
日
～
21
日
ま
で
の
１
週
間
を「
老
人
週
間
」と
し
て
全
国
各
地
で
長
寿
を

祝
う
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
15
年
か
ら「
敬
老
の
日
」は
、
９
月
の
第
３
月
曜
日
と
な
り
、
今
年

は
９
月
17
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
９
月
３
日
、
市
長
、
市
議
会
議
長
、
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

長
、
連
合
自
治
会
長
が
、
市
内
最
高
齢
者
等
の
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

○
男
性
最
高
齢
・
加
里
屋　

井
藤　

素
一
さ
ん（
１
０
６
歳
）

○
女
性
最
高
齢
・
大
町　
　

土
佐　

せ
い
さ
ん（
１
０
５
歳
）

９
月
は
高
齢
者
保
健
福
祉
月
間

（写真は昨年の塩屋地区敬老会の様子）

敬
老
祝
金
等
が
贈
呈
さ
れ
ま
す

【
赤
穂
市
祝
金
】

米
寿（
88
歳
）　

２
万
円

　

�

大
正
12
年
９
月
17
日
～
大
正
13
年
９
月
16
日
生
ま
れ
の
人

白
寿（
99
歳
）　

３
万
円

　

�

大
正
元
年
９
月
17
日
～
大
正
2
年
９
月
16
日
生
ま
れ
の
人

【
兵
庫
県
祝
品
】

１
０
０
歳　

知
事
の
祝
状
・
記
念
品

　

�
明
治
45
年
４
月
１
日
～
大
正
2
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
人

→

　市では、高齢者の皆様がいつまでも
住み慣れた地域で安心して暮らせるよ
うに、在宅福祉サービスの充実を図っ
ています。介護保険サービス以外の高
齢者福祉サービスの一部をご紹介しま
す。
問社会福祉課� ☎４３・６８０９

高齢者の自立と

生活の質の
確保を目指して

高齢者の自立と

生活の質の
確保を目指して
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障
が
い
者
雇
用
支
援
月
間
は
、
す
べ
て

の
人
が
、
働
く
こ
と
を
通
じ
て
社
会
に
参

加
し
、
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
毎
日
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
事
業
主
の

み
な
ら
ず
、
広
く
国
民
一
般
に
対
し
て
障

が
い
者
雇
用
の
機
運
を
醸
成
す
る
と
と
も

に
、
障
が
い
者
の
職
業
的
自
立
を
支
援
す

る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
こ
の
月
間
に
あ
わ
せ
、
障
が
い

の
あ
る
人
の
雇
用
促
進
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
認
識
と
理
解
を
一
層
深
め
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
障
が
い
の
あ
る
人

の
就
業
意
欲
の
喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が

当
た
り
前
に
地
域
の
一
員
と
し
て
暮
ら
し
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
環
境
を
整
え
る
に
は
、

一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
理
解
し
雇
用
の
場

を
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
障
が

い
の
あ
る
人
が
職
業
を
通
じ
、誇
り
を
も
っ

て
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
い
て
は
、
就
職
を

希
望
す
る
障
が
い
者
の
求
職
登
録
を
行
い
、

技
能
、
職
業
適
性
、
知
識
、
希
望
職
種
な

ど
の
状
況
に
基
づ
き
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
方

式
に
よ
る
き
め
細
か
な
職
業
相
談
、
職
業

紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
を
雇
用
し
て
い
る
事

業
主
、
雇
い
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
事
業

主
に
対
し
て
は
、
雇
用
管
理
上
の
配
慮
等

に
つ
い
て
の
助
言
を
行
い
、
必
要
に
応
じ

て
専
門
機
関
の
紹
介
、
各
種
助
成
金（
障
害

者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
奨
励
金
、
障
害
者
初

回
雇
用
奨
励
金
等
）の
案
内
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
が
引
き
上
げ

に
な
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
事
業
主
は
、
法
定
雇
用
率
以

上
の
割
合
で
障
が
い
者
を
雇
用
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す（
障
害
者
雇
用
率
制
度
）。
こ

の
法
定
雇
用
率
が
、
平
成
25
年
4
月
1
日

か
ら
以
下
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
変
更
に
伴
い
、
障
が
い
者
を
雇
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
主
の
範
囲
が
、

従
業
員
56
人
以
上
か
ら
50
人
以
上
に
変
わ

り
ま
す
。
事
業
主
の
皆
さ
ま
は
、
ご
注
意

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
あ
こ
う

�

☎
42
・
２
３
７
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

事業主区分
法定雇用率

現行 平成 25 年
4月 1日以降

民間企業 1.8％��⇒ 2.0％
国、地方公共
団体 2.1％��⇒ 2.3％

都道府県等の
教育委員会 2.0％��⇒ 2.2％

事業主区分
法定雇用率

現行 平成 25 年
4月 1日以降

民間企業 1.8％��⇒ 2.0％
国、地方公共
団体 2.1％��⇒ 2.3％

都道府県等の
教育委員会 2.0％��⇒ 2.2％

　障がい者雇用のヒントとなるセ
ミナーを次のとおり開催します。
皆さまの参加をお待ちしています。
◆�日時　９月26日（水）
　午後２時～４時
◆�場所　赤穂市文化会館２階学習室
◆�テーマ　『発達障がい者の
� 理解と就労支援』
◆�講師　ひょうご発達障害者支援
センタークローバー
　上郡ブランチ　相談支援員
� 　原田　幸三�氏
◆�参加料　無料
◆�問い合わせ先　産業観光課
� ☎４３・６８３８

障がい者雇用促進セミナー

　ハローワーク姫路および龍野で
は、障がい者を対象とした就職相
談面接会を開催します。
◆�日時　９月18日（火）
　午後１時30分～３時30分
◆�場所　姫路キャッスルホテル
　�３階鳳凰の間（姫路市三左衛門堀
西の町210）
◆�内容　障がい者と求人者が一堂
に会する就職面接相談会（当日は
履歴書・障害者手帳をご持参く
ださい）
◆�問い合わせ先
　ハローワークあこう
� ☎４２・２３７６

「西はりま障がい者
  雇用促進のつどい」
－合同就職面接相談会－

　心身障がい者の自立を促進する
ために、ハローワークを通じて障
がい者を雇用した事業主に対して、
雇用奨励のための助成金を支給し
ます。
◆�支給の条件　６カ月以上の常用
雇用であること
◆�支給対象月　労働時間が６時間
以上である日が、14日以上ある
月
◆�支給金額　12,000円／人・月（６
カ月ごとに支給。２年間を限度）
◆�問い合わせ先　社会福祉課
� ☎４３・６８３３

心身障害者雇用奨励
助成金をご利用ください

９月は障がい者雇用支援月間
一人ひとりが輝くために

　

赤
穂
市
に
お
け
る
公
共
下
水
道
・
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
・
合
併
処
理
浄

化
槽（
以
下
、
下
水
道
と
総
称
）を
合
わ

せ
た
生
活
排
水
普
及
率
は
、
平
成
23
年

度
末
現
在
で
99
・
3
％
、
水
洗
化
率
も

98
・
3
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
に
は
、
生
活
排
水
の
側
溝
や

川
へ
の
流
入
を
防
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
悪

臭
や
蚊
・
ハ
エ
な
ど
の
発
生
を
防
ぎ
、

川
や
海
を
き
れ
い
に
す
る
と
い
う
重
要

な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

快
適
な
生
活
環
境
を
創
り
、
美
し
い

川
や
海
、
そ
し
て
地
球
を
守
る
た
め
に
、

下
水
道
事
業
の
推
進
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
ト
イ
レ
や

台
所
、
お
風
呂
か
ら
流
し
た
生
活
排
水

が
ど
の
よ
う
に
し
て
、
海
に
還
っ
て
い

る
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

生
活
排
水
は
、
宅
内
に
あ
る
公
共
ま

す
か
ら
汚
水
管
に
流
れ
込
み
、
処
理
場

へ
運
ば
れ
ま
す
。
処
理
場
で
は
、
ま
ず

沈
砂
池
と
最
初
沈
澱
池
で
汚
水
の
中
に

含
ま
れ
て
い
る
大
き
な
ゴ
ミ
や
砂
・
泥

を
取
り
除
き
ま
す
。
そ
し
て
反
応
タ
ン

ク
と
い
う
施
設
で
、
６
時
間
ほ
ど
か
け

て
、
汚
水
と
微
生
物
を
多
く
中
に
含
ん

だ
泥
と
を
接
触
さ
せ
て
、
微
生
物
に
汚

水
の
中
の
よ
ご
れ
を
食
べ
さ
せ
て
水
を

き
れ
い
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、
空

気
を
吹
き
込
む
こ
と
で
、
微
生
物
の
働

き
を
よ
り
活
性
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

�　

よ
ご
れ
を
食
べ
て
重
く
な
っ
た
微
生

物
と
泥
は
、
最
終
沈
澱
池
を
2.5
時
間
に

わ
た
り
、
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
い
く
間

に
底
に
沈
ん
で
ゆ
き
ま
す
。
こ
の
上

澄
み
水
が
接
触
タ
ン
ク
に
送
ら
れ
ま
す

が
、
き
れ
い
に
な
っ
た
水
に
も
、
ま
だ

ま
だ
大
腸
菌
な
ど
の
細
菌
が
含
ま
れ
て

い
る
の
で
、
次
亜
塩
素
酸
ソ
ー
ダ
と
い

う
薬
品
を
使
っ
て
、
滅
菌
・
消
毒
し
、

魚
の
住
め
る
水
質
に
処
理
し
た
後
、
赤

穂
港
へ
放
流
し
て
い
ま
す
。

�　

こ
う
し
て
、
処
理
さ
れ
た
水
は
海
に

還
り
、
雨
と
な
っ
て
私
た
ち
の
飲
み
水

に
な
り
ま
す
。
下
水
道
は
、
こ
の
循
環

を
支
え
る
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

ご
自
宅
の
敷
地
内
に
あ
る
公
共
ま
す

は
、
原
則
と
し
て
個
人
で
管
理
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
蓋

（
特
に
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製
の
も
の
）

に
、
車
の
出
入
な
ど
で
、
衝
撃
が
加
わ

り
ま
す
と
、
破
損
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
蓋
が
破

損
し
た
場
合
は
、
お
近
く
の
指
定
業
者

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

水
洗
化
の
お
願
い

水
洗
化
の
お
願
い

下
水
道
の
し
く
み

下
水
道
の
し
く
み

反応タンク反応タンク

最終沈澱池最終沈澱池

公
共
ま
す
の
管
理
に
ご
協
力
を

公
共
ま
す
の
管
理
に
ご
協
力
を

　
「
下
水
道
」を
テ
ー
マ
と
し
た
作

品
を
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
多
数
の
ご
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
審

査
に
よ
っ
て
、
金
賞
・
銀
賞
に
選

ば
れ
た
作
品
を
左
記
の
日
程
で
展

示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運

ん
で
力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間
と
場
所

①�

9
月
20
日（
木
）～
9
月
30
日

（
日
）�　

市
役
所
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル

②�

10
月
10
日（
水
）～
10
月
19
日

（
金
）�　

プ
ラ
ッ
ト
赤
穂
２
階

通
路
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
映
画
館
横
）

▽▽▽▽
下
水
道
作
品
展
の

ご　

案　

内

９月は赤穂市水洗化促進月間
『下水道 お水がいってる またくるね』

　

�

下
水
道
使
用
料
・
受
益
者
負
担

金
に
関
す
る
こ
と
な
ど

　

上
下
水
道
部�

総
務
課

�

☎
43
・
６
８
３
２

　

�

下
水
道
工
事
・
排
水
設
備
工
事
・

合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
金
に

関
す
る
こ
と
な
ど

　

上
下
水
道
部�

下
水
道
課

�

☎
45
・
２
２
６
３

▽▽▽▽

下
水
道
に
関
す
る

相
談
・
問
い
合
わ
せ
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保健センター　☎４３・９８５５健康ページ

乳がん検診を
休日に実施します
10月第３日曜日は
マンモグラフィー検査が受けられる日曜日
＝Ｊ．Ｍ．Ｓ（ジャパン・マンモグラフィーサンデー）

　NPO 法人 J.POSH が子育て、仕事など多忙な女性
のために、年に一度、10月の第３日曜日、全国どこ
でもマンモグラフィー検査を受診できる環境づくり
への取り組みです。
◦受付日時　10月21日（日）　午前９時～ 11時30分
◦検査内容　視触診＋MMG（マンモグラフィー）
　　　　　　エコー検査（49歳以下で希望者のみ）
◦検査料金
　

△

2,000円＝赤穂市民の方
　　�※市民の方で無料クーポン券がある方は必ず持
参してください。

　

△

7,287円＝市外の方
　

△

�49歳以下でエコー検査希望者の方は別途3,500
円必要となります。

◦受診人数　30名程度
◦�その他　診察は末次医師、MMG・エコー検査は女
性技師が行ないます。
※�予約不要です。希望者は、診察券、保険証、無料
クーポン券（該当者）、検査費用を持参の上、２階
中央受付までお越しください。
問赤穂市民病院�医療課　☎４３・３２２２

平成24年９月から
ポリオ予防接種の
実施方法が変わりました

　ポリオ予防接種が、経口接種（口から飲む）でした
が、不活化ポリオワクチンになり、皮下接種（皮下に
注射）に変更になりました。
◦�対象となる人　生後３ヵ月から生後90 ヵ月（７歳
６ヵ月）の人で、経口生ポリオワクチンの接種が２
回終わっていない人

　接種対象になる人へは、案内通知を送付させてい
ただきました。転入等で案内が届いていない人は、
保健センターへお問い合わせください。

◦不活化ポリオワクチン予防接種実施医療機関
� ※事前に予約が必要です。

医療機関名 電　　話
赤穂市民病院 ４３・３２２２
赤穂中央病院 ４５・１１１１
赤穂はくほう会病院 ４５・１１１１
イオン診療所 ４６・４６６６
秋山成長クリニック ４６・４１１５
太田小児科 ４５・２０６０
黒田医院 ４３・５２１０
福田産婦人科麻酔科 ４３・５３５７
渡辺内科小児科医院 ４２・３８８４

問保健センター　☎４３・９８５５

健
康
寿
命
と
は
何
の
こ
と
か

知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
が

79
・
44
歳
、
女
性
が
85
・
90
歳
と

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
一
方
で
、
認
知
症
や
寝

た
き
り
で
介
護
が
必
要
と
な
る
高

齢
者
が
増
え
、
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
介
護
を
受
け

た
り
寝
た
き
り
に
な
っ
た
り
せ

ず
、
自
立
し
て
健
康
に
生
活
で
き

る
寿
命
の
こ
と
を
健
康
寿
命
と
い

い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
現
在
、
日
本
人
の

健
康
寿
命
は
男
性
が
70
・
42
歳
、

女
性
が
73
・
62
歳
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
均
寿
命
と
差
が
あ
り
ま
す

ね
…
こ
れ
は
日
常
生
活
に
制
限
が

あ
る「
不
健
康
な
期
間
」が
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。
介
護
が
必

要
な
状
態
や
寝
た
き
り
に
な
る
期

間
が
増
え
れ
ば
、
こ
の
差
が
大
き

く
な
り
ま
す
。こ
の
差
を
縮
め
て
、

健
康
で
い
ら
れ
る
期
間
を
長
く
し

た
い
も
の
で
す
。

　

健
康
寿
命
を
の
ば
す
に
は
、「
１

に
運
動　

２
に
食
事　

し
っ
か
り

禁
煙　

最
後
に
ク
ス
リ
」が
合
い

言
葉
で
す
。

　

運
動
な
ら
、
毎
日
10
分
の
早
歩

き
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
す
る
、

食
事
で
は
、
一
日
１
０
０
グ
ラ
ム

の
野
菜
を
追
加
す
る（
日
本
人
の

平
均
野
菜
摂
取
量
は
２
５
０
グ
ラ

ム
で
す
）、
そ
し
て
、
禁
煙
の
促

進
を
す
る
な
ど
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

食
欲
の
秋
・
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
な

ど
過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま

す
が
、
こ
の
機
会
に
、
元
気
に
楽

し
い
毎
日
が
送
れ
る
よ
う
健
康
づ

く
り
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

９月は健康増進
普及月間です

～健康寿命をのばそう！～

　
「
最
近
あ
ま
り
眠
れ
な
い
な

あ
」、「
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が
多

く
な
っ
て
き
た
な
あ
」と
い
う
の

は
、
こ
こ
ろ
の
不
調
と
し
て
の
ス

ト
レ
ス
の
サ
イ
ン
の
ひ
と
つ
で

す
。
こ
の
よ
う
な
サ
イ
ン
を
そ
の

ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、
ス
ト
レ
ス

性
の
疾
患
な
ど
治
療
が
必
要
に

な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
を
過
度
に
た
め
ず

に
う
ま
く
つ
き
あ
っ
て
い
く
コ

ツ
は
、「
自
分
の
ス
ト
レ
ス
に
気

づ
く
」こ
と
で
す
。

《
こ
こ
ろ
の
面
》

○
悲
し
み
、
憂
う
つ
感

○�

不
安
感
や
イ
ラ
イ
ラ
感
、
緊
張

感
○�

無
気
力
、
や
る
気
が
出
な
い

《
体
の
面
》

○�

食
欲
が
な
く
な
る
。
や
せ
て
き

た
。

○�

寝
つ
き
が
悪
い
、
朝
早
く
目
が

覚
め
る
。

○�

動
悸
が
す
る
。
血
圧
が
上
が

る
。

○
手
や
足
の
裏
に
汗
を
か
く
。

《
行
動
の
面
》

○�

消
極
的
に
な
る
。
周
囲
と
の
交

流
を
避
け
る
よ
う
に
な
る
。

○
飲
酒
、
喫
煙
量
が
増
え
る
。

○�

身
だ
し
な
み
が
だ
ら
し
な
く

な
る
。
落
ち
着
き
が
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
こ
ろ
の
不
調

は
本
人
が
自
覚
し
に
く
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
放
っ
て
お
い
て

無
理
を
重
ね
て
し
ま
う
前
に
、
ま

わ
り
の
人
が「
い
つ
も
と
違
う
」

と
気
づ
い
た
ら
、「
ど
こ
か
具
合

が
悪
い
の
で
は
？
」「
眠
れ
て
い

る
？
」な
ど
声
を
か
け
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

つ
ら
い
気
持
ち
や
深
い
孤
立

感
を
つ
の
ら
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
一
人
で
抱
え
て
悩
ん
で
い

る
人
の
な
か
に
は
死
を
考
え
る

ほ
ど
追
い
つ
め
ら
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
社
会
全
体
で
お
互
い

を
支
え
あ
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

一
員
と
し
て
、
あ
な
た
の
ま
わ
り

の
人
も
自
分
自
身
も
適
切
な
窓

口
に
つ
な
が
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

ス
ト
レ
ス
気
づ
き
の
ポ
イ
ン
ト

ス
ト
レ
ス
気
づ
き
の
ポ
イ
ン
ト

悩
み
の
解
決
に
向
け
て･･･

相
談
・
サ
ポ
ー
ト
に
つ
な
げ
よ
う

悩
み
の
解
決
に
向
け
て･･･

相
談
・
サ
ポ
ー
ト
に
つ
な
げ
よ
う

９月10～ 16日は
自殺予防週間です
～最近、よく眠れていますか？～

《相談窓口》
●赤穂市保健センター� ☎４３・９８５５
●赤穂健康福祉事務所�地域保健課
� ☎４３・２３２１
●兵庫県いのちと心のサポートダイヤル
� ☎０７８・３８２・３５６６
　月～金18：00 ～翌日８：30
　土 ･日 ･祝は24時間

　

現
在
日
本
で
は
１
年
間
に
約

２
２
，０
０
０
人
の
結
核
患
者
が

新
た
に
発
生
し
、
２
，０
０
０
人

以
上
の
方
が
結
核
で
亡
く
な
っ
て

お
り
、
結
核
は
決
し
て
過
去
の
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

結
核
の
主
な
症
状
は
、発
熱（
通

常
、
微
熱
）や
咳
・
痰
な
ど
、
風

邪
の
症
状
と
似
て
お
り
、
受
診
・

診
断
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
風
邪
は
通
常
数
日
で
良
く
な

り
ま
す
の
で
、
咳
な
ど
が
出
現
し

２
週
間
以
上
続
く
場
合
は
医
療
機

関
を
必
ず
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

結
核
に
は
専
用
の
薬
が
良
く
効

き
、
症
状
自
体
は
比
較
的
短
期
間

で
軽
快
し
ま
す
が
、
頑
固
な
病
気

で
す
の
で
、
完
全
に
治
し
て
し
ま

う
に
は
決
め
ら
れ
た
期
間
、
薬
を

飲
み
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
通
常
の
風
邪
薬
は
効
き
ま
せ

ん
。

　

結
核
は
空
気
感
染
し
ま
す
が
、

通
常
、
症
状
が
治
ま
れ
ば
周
り
の

人
に
は
う
つ
し
ま
せ
ん
。
症
状
の

あ
っ
た
期
間
、
患
者
と
特
に
密
接

に
接
し
て
い
た
人（
同
居
家
族
な

ど
）に
は
、
感
染
の
有
無
の
検
査

（
血
液
検
査
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

な
ど
）を
受
け
、
そ
の
結
果
に
よ

り
発
病
予
防
の
た
め
の
薬
を
飲
ん

で
頂
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
検
査

の
必
要
な
人
に
は
、
保
健
所
か
ら

連
絡
が
入
り
ま
す
の
で
、
確
実
に

検
査
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

結
核
は
放
置
す
る
と
死
に
至
る

こ
と
も
あ
る
油
断
で
き
な
い
病
気

で
す
が
、
確
実
な
治
療
方
法
が
あ

り
ま
す
の
で
、
早
期
の
受
診
・
確

実
な
服
薬
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問�

赤
穂
健
康
福
祉
事
務
所（
赤
穂

保
健
所
）地
域
保
健
課

�

☎
43
・
２
３
２
１

９月24日～ 30日は

結核予防週間です
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市長こんわ会�平成24年７月23日開催

　

今
回
は
、
赤

穂
市
へ
観
光

に
来
た
お
客

様
を
名
所
旧
跡

に
案
内
し
、
赤

穂
義
士
や
歴
史

を
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
来
て

よ
か
っ
た
と
思

え
る
お
も
て
な

し
を
実
践
し
て

い
る「
播
州
赤

穂
観
光
ガ
イ
ド

協
会
」の
理
事

４
人
の
皆
さ
ん

と
、
赤
穂
観
光
協
会
事
務
局
長
が
参
加
さ
れ
、
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
現
状
と
今
後
の
観
光
行
政
に
つ

い
て
、
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
播
州
赤
穂
観
光
ガ
イ
ド
協
会
か
ら
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
現
状
に
つ
い
て
、
平
成
10
年
5
月

に
赤
穂
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
と
し
て
発
足
、
平
成

21
年
4
月
に
現
在
の
播
州
赤
穂
観
光
ガ
イ
ド
協
会
に
名

称
変
更
し
、
現
在
10
名
の
ガ
イ
ド
で
活
動
し
て
い
る
こ

と
、
年
々
ガ
イ
ド
の
要
請
が
増
え
る
中
、
ガ
イ
ド
の
人

数
が
少
な
く
、
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
状
況
が
あ
る
こ

と
、
１
０
０
人
を
超
え
る
団
体
も
あ
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
断
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
出
て
き
て
お
り
、
観

光
ツ
ア
ー
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
等
を
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
5
月
に
初
め
て
協
会
主
催
で
、

赤
穂
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座
を
開
催

し
、
19
名
の
受
講
者
の
内
、
実
践
希
望
者
は
7
名
と
い

う
状
況
で
あ
る
こ
と
。
7
名
で
も
人
数
が
増
え
る
と
い

う
こ
と
は
協
会
に
と
っ
て
は
と
て
も
有
難
い
状
況
で
あ

る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
観
光
行
政
に
つ
い
て
は
、
見
せ
る
都

市
と
し
て
長
い
ス
パ
ン
で
リ
ピ
ー
タ
ー
を
求
め
る
こ

と
、
観
光
資
源
の
創
造（
長
期
に
わ
た
る
復
元
を
行
う

赤
穂
城
址
二
の
丸
の
部
分
開
園
等
）、
坂
越
の
無
形
文

化
財
の
利
用
と
道
の
整
備
、
古
民
家
を
活
用
し
た
物
産

館
的
な
も
の
の
整
備
、
外
国
語
の
音
声
ガ
イ
ド
の
作
成
、

観
光
ル
ー
ト
の
開
発
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
利
用
し
た

情
報
発
信
等
が
必
要
で
は
な
い
か
と
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
現
在
の
ガ
イ
ド
は
高
齢
化
し
て
お
り
、
5

～
10
年
後
に
は
運
営
で
き
な
く
な
る
の
で
は
と
い
う
先

細
り
の
危
惧
が
あ
る
た
め
、
継
続
的
な
ガ
イ
ド
の
養

成
が
必
要
で
あ
り
、
ベ
テ
ラ
ン
が
い
る
う
ち
に
知
識
だ

け
で
な
く
、
一
緒
に
実
践
を
積
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回
市
長
へ
の
希

望
と
し
て
、
観
光
ガ
イ
ド
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
、
ガ

イ
ド
養
成
講
座
を
市
の
主
催
で
毎
年
行
っ
て
欲
し
い
こ

と
、
ガ
イ
ド
が
責
任
感
と
誇
り
を
持
っ
て
活
動
で
き
る

よ
う
、
市
長
か
ら
ガ
イ
ド
を
委
嘱（
任
命
・
認
定
）し
て

欲
し
い
こ
と
を
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
市
長
は
、
観
光
行
政
の
課
題
は
多
い
と

し
、
施
設
整
備
や
イ
ベ
ン
ト
は
市
で
で
き
る
が
、
お
も

て
な
し
と
い
う
点
で
、
気
持
ち
よ
く
観
光
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
も
ら
っ
て
い
て
、
感
謝
し
て
い
る
と
改
め
て

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
観
光
行
政
に
つ
い
て
は

組
織
的
な
連
携
が
必
要
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け
協
力
を

し
た
い
考
え
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
実
践
で
き
る
も
の

は
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ガ

イ
ド
養
成
講
座
に
つ
い
て
は
検
討
、
個
人
的
に
は
効
果

的
な
方
法
で
市
長
の
名
を
使
う
こ
と
は
問
題
な
い
と
の

考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

観
光
客
と
一
緒
に
行
動
す
る
中
で
の
気
づ
き
等
、

色
々
な
意
見
を
も
ら
い
た
い
と
の
市
長
の
言
葉
に
、
和

や
か
な
う
ち
に
も
観
光
ガ
イ
ド
を
務
め
る
皆
さ
ん
か
ら

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
有
意
義
な
こ
ん
わ
会
と
な

り
ま
し
た
。

観光ボランティアガイドと

� これからの観光行政

　

郷
土
料
理
は
そ
の
地
域
で
伝
え
ら
れ
、
食
べ
継
が
れ

て
き
た
料
理
で
、
地
域
の
特
産
物
を
使
っ
た
も
の
が
多

く
、
料
理
法
に
も
地
域
の
恵
み
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
さ
し
く
、
先
人
の
知
恵
の
結
晶
と
で
も
い
う
べ
き
も

の
。

　

赤
穂
市
の
郷
土
料
理
は
食
育
フ
ェ
ア
で
選
考
し
た
結

果
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

１
位　

つ
な
し
寿
司

２
位　

鯛
そ
う
め
ん

３
位　

牡
蠣
料
理

４
位　

い
か
な
ご
の
釘
煮

５
位　

ま
め
じ
ゃ

６
位　

い
と
こ
煮

　

今
回
は
、
１
位
の
つ
な
し
寿
司
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

つ
な
し（
８
セ
ン
チ
く
ら
い
の
も
の
）�

…
15
尾　
　
　

　
　

つ
な
し
の
漬
け
液

　
　
　

酢　
　

�

…
３
カ
ッ
プ　

　
　
　

砂
糖　

�

…
大
さ
じ
５　

　
　
　

塩　
　

�

…
小
さ
じ
１　

　
　

米�

…
３
合　
　
　

　
　

す
し
酢

　
　
　

酢�

…
大
さ
じ
４　

　
　
　

砂
糖�

…
大
さ
じ
４　

　
　
　

塩�

…
大
さ
じ
１
弱

①�

つ
な
し
は
背
開
き
に
し
、
背
骨
、
内
臓
を
取
り
除
き
、

し
っ
か
り
塩
を
し
て
１
日
お
く
。
特
に
頭
の
中
は
塩

を
多
め
に
。

②�
水
で
洗
っ
て
塩
を
お
と
し
、
水
分
を
ふ
き
と
っ
て
か

ら
、
つ
な
し
の
漬
け
液
に
１
日
ほ
ど
漬
け
る
。
身
が

白
く
な
っ
た
ら
、
取
り
出
し
、
汁
気
を
き
る
。

③�

米
は
硬
め
に
炊
き
、
す
し
酢
で
味
付
け
し
て
手
早
く

冷
ま
す
。

④�

す
し
飯
を
に
ぎ
り
、
つ
な
し
の
頭
の
方
か
ら
詰
め
て

形
を
整
え
る
。
す
し
桶
に
並
べ
て
詰
め
、
上
に
ふ
た

ま
た
は
ハ
ラ
ン
等
を
敷
き
、
軽
く
重
石
を
す
る
。

⑤�

１
日
以
上
お
く
と
味
が
な
じ
ん
で
お
い
し
く
な
る
。

　

地
元
の
人
は
、
赤
穂
の『
な
れ
寿
司
』と
言
っ
て
好
ん

で
食
べ
て
い
ま
し
た
。
秋
祭
り
が
近
づ
く
と
何
日
も
前

か
ら
た
く
さ
ん
の
魚（
つ
な
し
）を
準
備
し
て
、
な
れ
寿

司
を
作
り
、
お
客
様
を
も
て
な
し
て
い
ま
し
た
。

材　

料

材　

料

作
り
方

作
り
方

一
口
メ
モ

一
口
メ
モ

赤
穂
の

郷
土
料
理
を

　
　
　
　

知
っ
て
い
ま
す
か
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毎日の生活の基本となる食について共に学び、考えましょう
●主催　赤穂市いずみ会・赤穂市
●日時　10月19日（金）�午前10時～午後４時
●場所　総合福祉会館　●テーマ　食で育む　元気な赤穂
●�内容　

△

イベントコーナー（午前10時～午後２時30分）
　�食と健康コーナー（食事バランスチェック・骨密度測定・
血管推定年齢測定・塩分測定など）�食文化コーナー（郷
土料理の試食）�地産地消コーナー（地場農産物及び加工
品の展示・販売）�学校給食コーナー（学校給食の展示な
ど）�食育情報コーナー（食育活動紹介など）�薬と健康コ
ーナー
　

△

講演会（午後２時30分～４時）�
　�テーマ＝「塩ってすごい！－上手な使い方・楽しみ方で塩
を暮らしの中に…健康＆美しく－」�講師＝社団法人日本
塩ソムリエ協会理事　辻　公巳子（つじ　くみこ）氏
問保健センター　☎４３・９８５５

あこう食育フェア2012を
開催します　救急医療は限りある社会資源です。大切に利用しましょう。

●�身近なところで受診できるかかりつけ医をもちましょう。
●�症状が重篤である場合は、１１９番へ連絡しましょう。
●�子どもの急病やケガで、緊急に受診するかどうか迷った
場合、利用できる電話相談やホームページがあります。

９月９日は「救急の日」

★こどもの救急ホームページ★
http://kodomo-qq.jp/　対象＝生後1ヵ月～６歳

■相談時間　平日･土曜日 18 時～ 24 時
　日曜祝日及び年末年始 9 時～ 24 時
■電話番号　#8000
　（ダイヤル回線･IP 電話の方は 078・731・8899）

ははきゅうきゅう

●日時　10月８日（祝・月）�午前10時～正午
●�場所　城南緑地�陸上競技場（雨天の場合
は、総合体育館アリーナ）
●�内容　 ▽ランニングクリニック（赤穂シテ
ィマラソン大会の参加者やこれからマラソンにチャレン
ジしようと思っている方に最適なクリニックです。）
●講師　セカンドウィンドＡＣ　スタッフ
●�対象　市民（小学生から高齢者まで）100名
●参加費　無料
●�申込　10月１日（月）までにスポーツ推進課まで電話もし
くはＦＡＸで申し込みください。
●�その他　実技のできる服装でお越しください。雨天の場
合は、上履きをご持参ください。
問教育委員会�スポーツ推進課　☎����４３・６８６９
　　　　　　　　　　　　　　��FAX ４３・６８９５

体育の日スポーツイベントを
開催します

　資源物の持ち去り行為を条例により禁止することについて、
市民の皆さんの声を反映させるため、ご意見（パブリックコメン
ト）を募集します。
●�公表方法　１．市ホームページに掲載　２．美化センター（赤
穂市中広1494番地）で供覧　３．市内各公民館（９ヵ所）で供覧

●�募集期間　９月16日（日）～ 10月15日（月）
●�提出方法　条例（案）に対するご意見に住所、氏名、電話番
号を記入のうえ、美化センターまで持参（土日、祝日を除く）、
郵送、ファックス、メールのいずれかの方法で提出してくだ
さい。（書式自由）〈10月15日（月）必着〉
●�提出できる人　１．市内に在住、在勤、在学の人　２．市内
に事務所や事業所等がある法人、団体等

●�結果の公表　提出されたご意見の概要と検討結果について
は、市のホームページ等で公表します。

　�（注）

△

ご意見をいただいた方の氏名等の公表はいたしません。

△

ご意見に対する個別の回答はいたしません。

△

内容が類似するご
意見は、取りまとめて公表することがあります。
●�提出・問い合わせ先　赤穂市市民部美化センター
　〒678-0232� 赤穂市中広1494番地　☎４２・３８４１
　FAX ４２・３４８６　E メール：bika@city.ako.lg.jp

パブリックコメントを募集します

10No.7�9  �01�年 9月11 No.7�9  �01�年 9月
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赤穂の夏の風物詩「市民の夕べ」が２年ぶ
りに赤穂海浜公園で開催され、約６万人の
方々が夏のひと時を楽しみました。
1夏の夜空を彩る2500発の花火 2赤穂青
年会議所による折鶴で被災地支援　3保
育士による和太鼓演奏 4塩田作業当時よ
り伝わる「赤穂塩濱音頭」
（８/４ 赤穂海浜公園）

光と音のページェント第42回市民の夕べ

宝くじスポーツフェア ドリームベースボールが2,856人の大観衆のなか開催され
ました。
12 小、中学生を対象とした少年少女ふれあい野球教室には563名が参加されま
した。
3 プロ野球名球会・ＯＢクラブから往年の名プレーヤー 24名のドリームチームと
赤穂市選抜チームとの対戦。  試合結果はドリームチームが５-２で選抜チームを
下しました。（７/29 城南緑地野球場）

往年の名選手24名が来穂ドリーム・ベースボール

第６回赤穂義士杯青少年柔道大
会に県内外から68チームが参
加されました。中学男子の部で
は赤穂中学校が第３位に輝きま
した。 （８/26 市民総合体育館）

赤中男子第３位赤穂義士杯青少年柔道大会

赤穂市、上郡町、備前市の障がい者やボラ
ンティアの方が参加するニュースポーツ
大会「ＡＫＢパラリンカップ」が開催され
ました。 （８/24 関西福祉大学体育館）

障がい者スポーツの更なる充実を目指してＡＫＢパラリンカップ

市の代表として中学３年生10名が８月３日から13日まで赤穂市の
姉妹都市であるオーストラリアのロッキングハム市を訪問しまし
た。訪問期間中はホームスティをしながら地元のコルベ高校に通
学しました。（７/31 出発報告会：市役所）

ロッキングハム市訪問中学生海外派遣事業

丸尾牧場の丸尾建城さんが島
根県出雲市で開催された第61
回全国農業コンクールにおい
て「名誉賞」（農林水産大臣賞）
を受賞されました。
（７/26 市長室）

名誉賞受賞全国農業コンクール

高雄小学校横千
種川河川敷で川
遊び・イカダ下
りやネーチャー
ゲームをして高
雄の素晴しさを
再確認しました。
（８/４ 千種川）

豊かな自然と触れ合う千種川自然観察会

今年も大津スイカまつりが開催されました。
大津スイカは甘みとシャリシャリした食感
で定評があります。（８/５ 赤穂精華園）

～夏の味覚～大津スイカまつり

ふるさとの特色を
活かした第２回高
雄地区干瓢まつり
が開催されました。
（８/18 高雄公民館）

ふるさとの風情漂う高雄地区「干瓢まつり」

西播磨地区の地域赤十字奉仕団をはじめ、自治会、
民生委員児童委員、消防団等の各種団体が参加し、
ＡＥＤ訓練や炊き出し訓練などの実技研修が行わ
れました。　（８/17 市民総合体育館）

災害時に備えて西播磨赤十字奉仕団研修大会

赤穂市消防団第４分団が西播
磨の代表として第24回兵庫県
消防操法大会に出場し、ポン
プ車の部で４位の成績を収め
ました。（８/５ 兵庫県広域防
災センター）

ポンプ車の部で4位第24回兵庫県消防操法大会

フォトニュース 1�No.7�9  �01�年 9月1� No.7�9  �01�年 9月



国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を
！

国
民
年
金

…
市
民
課 

年
金
担
当　

☎
43
・
６
８
２
０

　

国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除
・

一
部
免
除
・
納
付
猶
予
を
受
け
た

期
間
や
、
学
生
で
あ
る
た
め
学
生

納
付
特
例
を
受
け
て
い
た
期
間
は
、

保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
に

比
べ
、
将
来
受
け
と
る
年
金
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
10
年

以
内（
例
：
平
成
14
年
10
月
分
は
、

平
成
24
年
10
月
末
ま
で
）で
あ
れ

ば
、
後
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

（
追
納
）が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
追
納
す
る
場
合
、
保

険
料
免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期

間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
3

年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
と
き
は
、

当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に

応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。（
例
：
平
成
22
年
4
月
～
平
成

23
年
3
月
の
学
生
納
付
特
例
を
受

け
た
期
間
分
→
平
成
25
年
4
月
以

降
に
追
納
す
る
と
加
算
が
付
き
ま

す
）

　

余
裕
が
あ
れ
ば
、
加
算

額
の
つ
か
な
い
2
年
以
内

に
追
納
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
24
年
度
中
に
追
納

す
る
場
合
の
加
算
額
を
加

え
た
追
納
額
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

　

な
お
、
追
納
で
き
る
最

後
の
10
年
目
を
迎
え
た
期

間
分
に
つ
い
て
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
、
そ
の
旨
の

お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
納
付
の
督
促

で
は
な
く
、「
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
最
後
の
年
で
す

よ
」と
い
う
お
知
ら
せ
と
納

付
の
勧
奨
で
す
。

　

追
納
す
る
か
ど
う
か
は
、

個
人
の
意
思
で
す
が
、
将
来
の
年

金
額
が
減
額
さ
れ
な
い
よ
う
、
余

裕
が
あ
れ
ば
、
追
納
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

後
納
制
度
に
よ
る
追
納
を

　

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
か
っ
た

期
間
が
あ
る
場
合（
未
納
期
間
）や

資
格
取
得
な
ど
の
届
出
忘
れ
に
よ

り
国
民
年
金
の
資
格
期
間
が
な
い

場
合（
未
加
入
期
間
）は
10
月
1
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
後
納
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
相
談

◦
相
談
日　

９
月
20
日（
木
）

◦
場
所　

市
役
所
１
階�

相
談
室

◦
受
付
時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

年
金
出
張
相
談（
姫
路
年
金
事
務
所
）

◦
相
談
日　

10
月
４
日（
木
）

◦�

場
所　

市
役
所
２
階�
２
０
４

会
議
室

◦
受
付
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

（別表）�免除・猶予の承認を受けた年度の保険料を平成 24 年度中に追納
する場合の額

全額免除・納付猶
予・学生納付特例

4 分の３
免除 半額免除 4分の 1

免除
当時の
保険料額

平成 14 年度の月分 14,940� － 7,470� － 13,300�
平成 15 年度の月分 14,720� － 7,360� － 13,300�
平成 16 年度の月分 14,510� － 7,260� － 13,300�
平成 17 年度の月分 14,560� － 7,280� － 13,580�
平成 18 年度の月分 14,610� 10,950� 7,300� 3,650� 13,860�
平成 19 年度の月分 14,640� 10,970� 7,320� 3,650� 14,100�
平成 20 年度の月分 14,760� 11,070� 7,370� 3,690� 14,410�
平成 21 年度の月分 14,840� 11,120� 7,420� 3,700� 14,660�
平成 22 年度の月分 15,100� 11,320� 7,550� 3,770� 15,100�
平成 23 年度の月分 15,020� 11,260� 7,510� 3,750� 15,020�
※平成 21 年度以前の保険料に加算額が上乗せされます。

（別表）�免除・猶予の承認を受けた年度の保険料を平成 24 年度中に追納
する場合の額

全額免除・納付猶
予・学生納付特例

4 分の３
免除 半額免除 4分の 1

免除
当時の
保険料額

平成 14 年度の月分 14,940� － 7,470� － 13,300�
平成 15 年度の月分 14,720� － 7,360� － 13,300�
平成 16 年度の月分 14,510� － 7,260� － 13,300�
平成 17 年度の月分 14,560� － 7,280� － 13,580�
平成 18 年度の月分 14,610� 10,950� 7,300� 3,650� 13,860�
平成 19 年度の月分 14,640� 10,970� 7,320� 3,650� 14,100�
平成 20 年度の月分 14,760� 11,070� 7,370� 3,690� 14,410�
平成 21 年度の月分 14,840� 11,120� 7,420� 3,700� 14,660�
平成 22 年度の月分 15,100� 11,320� 7,550� 3,770� 15,100�
平成 23 年度の月分 15,020� 11,260� 7,510� 3,750� 15,020�
※平成 21 年度以前の保険料に加算額が上乗せされます。

国
民
年
金
相
談
及
び
姫
路
年

金
事
務
所
の
年
金
出
張
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
相
談
及
び
姫
路
年

金
事
務
所
の
年
金
出
張
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど
、

他
人（
第
三
者
）の
行
為
が
原
因

で
負
傷
し
た
と
き
の
医
療
費
は
、

本
来
、
加
害
者
が
全
額
負
担
す
べ

き
も
の
で
す
が
、
届
出
す
る
こ
と

に
よ
り
国
民
健
康
保
険
を
使
っ

て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
国
民
健
康
保
険
が

一
時
的
に
医
療
費
の
一
部
を
立

て
替
え
て
支
払
い
、
後
日
、
加
害

者
に
対
し
費
用
を
請
求
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
警
察
に
届
出
を
し
て
、「
交
通

事
故
証
明
書
」を
発
行
し
て
も
ら

う
と
同
時
に
、「
第
三
者
行
為
に

よ
る
傷
病
届
」を
医
療
介
護
課
国

保
医
療
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
届
出
前
に
加
害
者
か
ら

治
療
費
を
受
け
取
っ
た
り
、
示
談

を
済
ま
せ
た
り
す
る
と
、
国
民
健

康
保
険
を
使
え
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◦
届
出
に
必
要
な
も
の

保
険
証
・
印
鑑
・
交
通
事
故
証
明

書
・
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届

柔
道
整
復
師
へ
の
か
か
り
方

　

最
近
は
、
整
骨
院
や
接
骨
院
等

の「
柔
道
整
復
師
」を
利
用
す
る

方
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

柔
道
整
復
師
の
施
術
を
受
け
る

場
合
、
健
康
保
険
証
が
使
え
る
場

合
と
使
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合

　

�

急
性
な
ど
の
外
傷
性
の
骨
折
、

脱
臼
、
打
撲
及
び
捻
挫

◦
健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合

　

�

日
常
生
活
か
ら
く
る
疲
労
・
肩

こ
り
・
腰
痛
・
体
調
不
良

　

�

慰
安
目
的
の
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ

ー
ジ
代
わ
り
の
利
用

　

�

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る
筋
肉

疲
労
・
筋
肉
痛

　

�

医
師
の
同
意
の
な
い
骨
折
や

脱
臼
の
治
療

　

�

仕
事
中
や
通
勤
途
上
に
お
き

た
負
傷（
労
災
保
険
か
ら
の
給

付
に
な
り
ま
す
）

　

か
か
っ
た
後
で
、
保
険
適
用
が

認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
全
額
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。
柔
道
整
復

師
へ
の
か
か
り
方
を
正
し
く
理

解
し
、
適
切
な
受
診
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽

交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
と
き
の
届
出
は

国
保
医
療
だ
よ
り

…
医
療
介
護
課 

国
保
医
療
係　

☎
43
・
６
８
１
３

市
外
へ
転
出
す
る
と
き
の
手
続
き
は
？

介
護
保
険
相
談
室
保
険
料
に
関
す
る
こ
と 

…
税
務
課 

市
民
税
係　

☎
43
・
６
８
０
３

制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と 

…
医
療
介
護
課 

介
護
保
険
係　

☎
43
・
６
９
４
７

高齢者を見守る支えるネットワーク

Ｑ　
市
外
へ
転
出
す
る
予
定
で

す
が
、
介
護
保
険
の
手
続
き

は
必
要
で
す
か
？

　
　

�

65
歳
以
上
の
人

　
「
要
介
護
認
定
」を
受
け
て
い
る

場
合
は
、
転
入
先
の
市
町
村
で
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
役
所
医

療
介
護
課
で「
介
護
保
険
受
給
資

格
証
明
書
」の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　
　

�

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の「
介

護
保
険
被
保
険
者
証
」が
交
付
さ

れ
て
い
る
人

　
「
要
介
護
認
定
」を
受
け
て
い
る

場
合
は
、
転
入
先
の
市
町
村
で
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
役
所
医

療
介
護
課
で「
介
護
保
険
受
給
資

格
証
明
書
」の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　
　

�

Ａ
１
、
Ａ
２
以
外
の
人

　

特
に
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

※�

た
だ
し
一
緒
に「
転
出
届
」を
提
出

さ
れ
る
ご
家
族
の
中
に
、
Ａ
１
お

よ
び
Ａ
２
に
該
当
す
る
人
が
含

ま
れ
る
場
合
は
、
同
様
の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ｑ　
65
歳
以
上
の
家
族
が
市

外
へ
転
出
し
ま
す
。
介
護
保

険
料
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

　
　

�

　

赤
穂
市
外
へ
転
出
し
た
り
、
お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

赤
穂
市
の
介
護
保
険
の
資
格
を
喪

失
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

際
、
65
歳
以
上
の
人
に
つ
い
て
は
、

そ
の
資
格
喪
失
日
の
属
す
る
月
の

前
月
ま
で
の
期
間
で
、
月
割
り
で

介
護
保
険
料
を
精
算
し
ま
す
。（
既

に
そ
の
月
の
保
険
料
を
納
め
て
い

る
場
合
に
は
、
納
め
た
保
険
料
が

還
付
さ
れ
ま
す
）

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
転
出
先
の

住
所
地
へ
、
赤
穂
市
か
ら「
介
護
保

険
料
額
変
更
通
知
書
」を
お
送
り
い

た
し
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
転
出
先
市
町
村
へ
納
付

す
る
介
護
保
険
料
の
額
に
つ
い
て

は
、
転
出
先
市
町
村
へ
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ
１
ＡＡ

２
Ａ
３

Ａ
１
ＡＡ

２
Ａ
３

Ａ
１
ＡＡ

２
Ａ
３

Ａ
１
ＡＡ

２
Ａ
３

Ａ
１
ＡＡ

２
Ａ
３

Ａ
１
ＡＡ

２
Ａ
３

Ａ
１
ＡＡ

２
Ａ
３

Ａ
１
ＡＡ

２
Ａ
３

（
例
）�９
月
10
日
に
他
の
市
町
村

に
転
出
し
た
場
合

◦
４
月
か
ら
８
月
ま
で

�

（
５
カ
月
分
）

→

　

�

赤
穂
市
に
介
護
保
険
料
を
納

め
ま
す

◦
９
月
か
ら
３
月
ま
で

�

（
７
カ
月
分
）

→

　

�

転
出
先
の
市
町
村
へ
介
護
保

険
料
を
納
め
ま
す

（
例
）�９
月
10
日
に
他
の
市
町
村

に
転
出
し
た
場
合

◦
４
月
か
ら
８
月
ま
で

�

（
５
カ
月
分
）

→

　

�

赤
穂
市
に
介
護
保
険
料
を
納

め
ま
す

◦
９
月
か
ら
３
月
ま
で

�

（
７
カ
月
分
）

→

　

�

転
出
先
の
市
町
村
へ
介
護
保

険
料
を
納
め
ま
す

　貯蓄・地震保険などの「自助」や、公的支援（「公助」）
の限界を埋める、新しい「共助」（住宅所有者間の相互
扶助）による住宅再建支援です。
■�小さな負担（年5,000円）で、大きな安心（住宅の再建
に600万円）を確保。
■�住宅の規模・構造や老朽度に関係なく、定額の負担
で定額の給付。
■�異常な自然現象により生じる、あらゆる自然災害を
対象。（例）暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、

噴火�等
■�財産の損失補てんの考え方にもとづく損害保険制度
（地震保険など）と異なり、被災後の住宅の再建を支
援します。
　地震保険等との併用可。ただし、本共済は地震保険
料控除の対象になりません。
問�（公財）兵庫県住宅再建共済基金��神戸市中央区下山
手通5-10-1　☎078・362・9400（専用電話　平日
9:00 ～ 17:00)

自然災害から「住まい」「家財」を守る
～兵庫県住宅再建共済制度～

安心の兵庫県の共済へぜひご加入ください。
区　分 負担金 被害認定 給付金

住宅所有者 年額5,000円 半壊以上 最高600万円

マンション
共用部分※１ 年額2,400円 半壊以上 最高300万円

家　　財※２ 年額1,500円 床上浸水以上 最高50万円

※１　負担金・給付金とも住戸数をかけた額となります。
※２　住宅所有者加入と同時加入の場合、負担金を500円割引きます。

検索
賃貸、借家にお住まい
の方も入れます！

フェニックス共済
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市
内
に
は
、
た
く
さ
ん
の
山

の
地
名
が
小
字
と
し
て
残
っ
て

い
ま
す
。
地
名
の
由
来
と
し
て
、

土
地
の
位
置
、
方
向
、
伝
説
、

信
仰
な
ど
生
活
に
係
る
文
化
・

歴
史
な
ど
に
基
づ
い
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

八
十
六
の
地
名
が
あ
り
、
有

年
地
区
二
十
五
、
高
雄
地
区
八
、

坂
越
地
区
十
二
、
尾
崎
地
区

七
、
御
崎
地
区
七
、
赤
穂
地
区

一
、
塩
屋
地
区
十
二
、
西
部
地

区
十
四
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
赤
穂
市
教
育
委
員
会
発
行
の

「
赤
穂
の
地
名
」よ
り
）

①
片
山　

山
麓
の
地

②�

上か
み
す
ご管
生う

山や
ま　

③
下し

も
す
ご管
生う

山や
ま

　

�

管
の
生
え
る
山
と
谷
か
ら
、

上
と
下
に
分
か
れ
る
。

④�

向
山　

千
種
川
を
渡
っ
た
向

こ
う
側
の
山
。

⑤
南
山　

⑥
東
山　

⑦
北
山　

⑧
西
山

　

�

黒
沢
村
の
人
家
か
ら
み
た
方

向
。

①
香か

山や
ま　

不
詳

②�

横
山　

西
有
年
か
ら
横
手
に

入
り
込
ん
だ
山
間
部
の
た
め

か
。

③
東
山　

④
北
山　

⑤
北
西
山

　

�

集
落
か
ら
み
た
方
位
に
よ
っ

て
つ
け
ら
れ
た
山
地
名
か
。

⑥
大
山　

不
詳

⑦
向
山　

不
詳

①
前
田
山　

不
詳

②�

精し
ょ
う
だ
に
や
ま

谷
山　

精
谷
と
い
う
名
は

仏
教
的
な
の
で
寺
が
先
に
あ

り
、
あ
と
で
山
の
名
が
つ
け

ら
れ
た
と
も
と
れ
る
。

③�

一
軒
家
山　

山
麓
に
一
軒
家

が
あ
っ
た
か
。

①
北
山　

不
詳

②�

奥
山　

西
の
池
の
北
の
背
に

深
く
入
り
込
ん
だ
山
地
。

①
牟
礼
山　

横
尾
集
落
の
高
地
。

②
陰
山　

か
げ
地
か
。

③
医
王
山　

験
行
寺
の
あ
る
山
。

①�

片
山　

山
麓
か
ら
名
づ
け
ら

れ
た
と
思
わ
れ
る
。

東
有
年

東
有
年

西
有
年

西
有
年

有
年
楢
原

有
年
楢
原

有
年
原

有
年
原

有
年
横
尾

有
年
横
尾

有
年
牟
礼

有
年
牟
礼

▲北山
▲北西山

▲横山
▲下菅生山

▲上菅生山
▲大山

▲向山
▲香山

北山▲

東山▲

▲一軒家山
▲前田山▲

南山

▲精谷山西山▲
▲東山

▲片山
▲牟礼山

▲陰山
▲向山 ▲医王山

▲陰山

▲片山

▲北山
▲奥山

№37
山とひと

（有年地区）

ちゃん ちゃんちゃん
宮前町 片浜町大橋町 川端  梨 詠

平成21年９月４日生まれ

父・康敬さん　母・知己さんより
「いつもニッコニコ 」

か わ ば た り え

宮 本  柚 羽

父・康男さん　母・真紀子さんより
「優しく、明るい子になってね♡」

み や も と ゆ ず は

網 干  由 菜
平成22年３月10日生まれ

父・良太さん　母・尚子さんより
「いつも笑顔をありがとう！」

あ ぼ し ゆ な

平成22年12月29日生まれ

I n t e r n a t i o n a l　Mu s i c　F e s t i v a l　 i n　Ak o

ル・ ポ ン2012
～赤穂国際音楽祭～

　ベルリン・フィル第１コンサート・マスターで世界を代表するヴァイオリニスト・樫本
大進氏が音楽監督を務めるル・ポン2012～赤穂国際音楽祭～が、まもなく開演します。
　氏と親交のある世界の実力派アーティスト11名を招き、今年は姫路国際音楽祭との
共同開催として、赤穂市内で２回、姫路市内で４回、合計６回にわたり“世界に誇る室内
楽”を皆様にお届けします。是非、お楽しみください。

問い合わせ先　赤穂国際音楽祭実行委員会事務局
　　　　　　　市企画広報課　☎４３・６８６７
　　　　　　　文化会館　　　☎４３・５１１１

まもなく
開 演
です

★スケジュール
◆音楽祭第１日目� 10月5日㈮� （赤穂国際音楽祭）
　招待演奏家によるコンサート� 赤穂市文化会館大ホール� 開演時間　１９時

◆音楽祭第２日目� 10月6日㈯� （赤穂国際音楽祭）
　①プリコンサート� � � 赤穂市文化会館小ホール� 開演時間　１６時
　　ヴァイオリン教室生等による無料コンサート
　②招待演奏家によるコンサート� 赤穂市文化会館大ホール� 開演時間　１８時
◇音楽祭第３日目� 10月7日㈰� （姫路国際音楽祭）
　招待演奏家によるコンサート� 姫路市パルナソスホール� 開演時間　１７時
◇音楽祭第４日目� 10月8日（月･祝）� （姫路国際音楽祭）
　招待演奏家によるコンサート� 書写山圓教寺特設会場� 開演時間　１５時３０分
◇音楽祭第５日目� 10月10日㈬� （姫路国際音楽祭）
　招待演奏家によるコンサート� 姫路城二の丸特設会場� 開演時間　１９時
◇音楽祭第６日目� 10月11日㈭� （姫路国際音楽祭）
　招待演奏家によるコンサート� 姫路城二の丸特設会場� 開演時間　１９時
※姫路会場のチケットは、売り切れました。

プリコンサート
10月6日（土）16：00～
赤穂市文化会館小ホール
《出演》
　�エピスカルテット
　（東京藝術大学卒業生）
　�ハーモニーヴァイオリンアンサ
ンブル教室の子どもたち

街かどコンサート
10月5日（金）18：00～
赤穂市文化会館ロビー
《出演》
　�ハーモニーヴァイオリンアンサ
ンブル教室の子どもたち

ほのぼのコンサート
日時・出演未定
赤穂市民病院、赤穂中央病院で
予定しています。

協　賛　・　関　連　事　業

■赤穂緞通【赤穂緞通応援団】
　�赤穂緞通に触れていただく
憩いのスペースを提供しま
す。

■黒猫【The47 Black Cats】
　�赤穂義士を黒猫に見立てた人形
たちが皆さまをお迎えいたしま
す。

■ あこう絵マップコンクール作
品展【あこう絵マップコンクー
ル実行委員会】

　�子どもから見た赤穂の「お宝」
や「おもしろいこと」を表現し
た優秀作品を展示します。

■播州赤穂義提團【赤穂市職員有志】
　�竹灯りによるライトアップでご来場
の皆さまをおもてなしいたします。

赤穂国際音楽祭では、招待演奏家による有料コンサート
（1,000円）のほか、ヴァイオリン教室の子どもたちや東京
藝大卒業生によるプリコンサート、街かどコンサート、そ
の他さまざまな協賛・関連事業も実施しますので、チケッ
トをお持ちでない方も是非お楽しみください。

山の地名

好　評
発売中
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◦�

入
園
資
格　
　

学
齢
前
１
年
児

（
年
長
児
）（
平
成
19
年
４
月
２

日
～
平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）�　

学
齢
前
２
年
児（
年
少

児
）（
平
成
20
年
４
月
２
日
～
平

成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

◦�

就
園
区
域　

小
学
校
区
に
準
じ

ま
す
。

※�

願
書
の
配
布
及
び
受
付
な
ど
詳

細
に
つ
い
て
は
、
10
月
広
報
に

掲
載
予
定
で
す
。

問�

教
育
委
員
会�

こ
ど
も
育
成
課

�

☎
43
・
７
０
６
５

◦�

お
仕
事
承
り
ま
す

　

家
事
手
伝
い（
清
掃
等
）・
不
用
品

処
分
・
大
工
・
左
官
仕
事
等
、
そ

の
他
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦�

会
員
募
集　

市
内
在
住
の
男

性
60
歳
、
女
性
58
歳
以
上
の
健

康
で
臨
時
的
・
短
期
的
に
働
く

意
欲
が
あ
り
、入
会
説
明
会
に
出

席
し
た
人
。業
務
多
忙
の
た
め
、植�

木
剪
定
業
務
の
で
き
る
人
歓
迎
。

◦�

10
月
の
入
会
説
明
会

・
日
時　

10
月
９
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

・
場
所　

セ
ン
タ
ー
事
務
所

◦�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

（
公
社
）赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー�

☎
43
・
７
２
０
０

�
http://w

w
w
.ako-sjc.jp/

　

赤
穂
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会

を
開
催
し
ま
す
。
審
議
会
は
公
開

し
ま
す
の
で
、
傍
聴
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
市
民
対
話
課
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　

９
月
27
日（
木
）�

午
後

２
時
～

◦�

場
所　

赤
穂
市
役
所
２
階

　
　
　
　

２
０
４
会
議
室

◦�

内
容　
　

男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
の
実
施
状
況
に
つ
い
て�　

男
女
共
同
参
画
関
連
事
業
の
提

案
等
に
つ
い
て�　

そ
の
他

◦�

傍
聴
申
込　

10
名（
受
付
順
）

※�

当
日
の
会
議
開
催
予
定
時
刻
の

15
分
前
ま
で
に
、
傍
聴
申
込
票

に
住
所
、
氏
名
を
記
入
。
傍
聴

す
る
人
は
、
会
場
内
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

問�

市
民
対
話
課�

人
権
・
男
女
共

同
参
画
係�

☎
43
・
６
８
１
８

　

秋
季「
緑
の
募
金
」活
動
が
９
月

～
10
月
に
行
わ
れ
、
皆
さ
ん
の
募

金
は
緑
化
活
動
等
に
活
用
し
ま
す
。

ご
理
解
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問�

緑
化
推
進
委
員
会（
産
業
観
光

課�

農
林
水
産
係
）

�

☎
43
・
６
８
４
０

　

神
戸
地
方
法
務
局
龍
野
支
局
で

は
、
仕
事
な
ど
で
平
日
相
談
に
来

る
こ
と
が
で
き
な
い
皆
さ
ん
の
た

め
に「
法
務
局
休
日
相
談
所
」を
開

設
い
た
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
り
ま

す
。
事
前
の
予
約
、
当
日
の
申
し

込
み
、
ど
ち
ら
で
も
受
け
付
け
ま

す
。

募集

平
成
25
年
度

市
立
幼
稚
園
の
園
児
募
集

募集

平
成
25
年
度

市
立
幼
稚
園
の
園
児
募
集

▽▽

▽▽

お知らせ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

お知らせ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

審議会

赤
穂
市

男
女
共
同
参
画
審
議
会

審議会

赤
穂
市

男
女
共
同
参
画
審
議
会

▽▽

▽▽

▽▽

お知らせ

秋
季「
緑
の
募
金
」

お知らせ

秋
季「
緑
の
募
金
」

お知らせ

法
務
局
休
日
相
談
所

お知らせ

法
務
局
休
日
相
談
所

「
備
前
焼　

変
容
す
る
伝
統
」を
開
催
中

　

赤
穂
市
、
備
前
市
、
上
郡
町
の

２
市
１
町
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
平
安
時
代

か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
備
前
焼
に

つ
い
て
紹
介
、
展
示
し
ま
す
。
赤

穂
市
で
は
、
赤
穂
市
立
有
年
考
古

館（
有
年
楢
原
１
１
６
４
番
地
１
、

午
前
10
時
～
午
後
４
時
開
館
、
火

曜
休
館
）に
て
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

◦�

開
催
期
間　
　

赤
穂
市
・
有
年

考
古
館
＝
９
月
７
日（
金
）～
９

月
24
日（
月
）�　

上
郡
町
・
郷

土
資
料
館
＝
９
月
26
日（
水
）～

10
月
14
日（
日
）�　

備
前
市
・
埋

蔵
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
＝
10

月
17
日（
水
）～
11
月
４
日（
日
）

◦�

入
館
料　

無
料

◦�

展
示
遺
跡（
一
部
）　

六
道
山
遍

照
院
跡（
赤
穂
市
）、赤
穂
城
跡
・

赤
穂
城
下
町
跡（
赤
穂
市
）、
山

野
里
宿
遺
跡（
上
郡
町
）、
梨
ヶ

原
宿
遺
跡（
上
郡
町
）、
医
王
山

東
麓
２
号
窯（
備
前
市
）

問�

赤
穂
市
教
育
委
員
会�

生
涯
学

習
課�

☎
43
・
６
９
６
２

◦�

試
験
日
時　

11
月
18
日（
日
）

◦�

試
験
場
所　

兵
庫
県
立
大
学
姫

路
書
写
キ
ャ
ン
パ
ス

◦�

試
験
の
種
類　
　

甲
種
消
防
設

備
士（
第
１
類
～
第
５
類
）�　

乙
種
消
防
設
備
士（
第
１
類
～

第
７
類
）

◦�

受
付
期
間
及
び
場
所　
　

電
子

受
付
＝
９
月
15
日（
土
）～
９
月

25
日（
火
）�　

郵
送
受
付
＝
９

月
18
日（
火
）～
９
月
28
日（
金
）

◦�

電
子
申
請　
（
財
）消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
参
照

◦�

郵
送
ま
た
は
持
参　
（
財
）消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
兵
庫
県
支

部�　

持
参
＝
土
日
・
祝
日
を

除
く
９
時
～
17
時
ま
で�　

郵

送
＝
各
申
請
期
間
最
終
日
消
印

有
効

◦�

試
験
手
数
料　

甲
種
＝
５
，０�

０
０
円　

乙
種
＝
３
，４
０
０
円

◦�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
（
財
）消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー　

http://
w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp

問�

消
防
本
部�

予
防
課�

予
防
係

�

☎
43
・
６
８
８
２

　

上
郡
消
防
署�

庶
務
予
防
係

�

☎
52
・
５
１
１
９

　

新
都
市
分
署�

庶
務
予
防
係

�

☎
58
・
０
１
１
９

展示会

平
成
24
年
度

埋
蔵
文
化
財
巡
回
展

展示会

平
成
24
年
度

埋
蔵
文
化
財
巡
回
展

▽▽
▽▽▽▽

試験

消
防
設
備
士
試
験

試験

消
防
設
備
士
試
験

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

開　催　日 行　　事　　名 会　　　場

９／２９(土）・３０(日） 秋のさつき作風展 市民会館　大会議室

１０／３(水） 市民俳句会 市民会館　第４会議室

１０／６(土） 市民短歌会 市民会館　第４会議室

１０／６(土）・７(日） 生　花　展 市民会館　大会議室

１０／８(月・祝） 舞踊の会 文化会館　小ホール

１０／１8(木) 市民音楽祭（小中学校の部） 文化会館　大ホール

１１／３(土・祝） 市民音楽祭 (一般の部） 文化会館　大ホール

１１／３(土・祝） 第５１回赤穂市民文化祭表彰式 文化会館　学習室

１１／３(土)～１１／６(火） 手づくり和凧展 市民会館　1階ロビー

１１／３(土)～１１／７(水） 学童美術展（絵画・書道） 市民会館　大会議室・第４会議室

１１／１１(日） 歌謡の祭典 文化会館　大ホール

１１／１１(日） 詩吟・詩舞発表会 文化会館　小ホール

１１／１７(土)・１８(日） きめこみ人形展 文化会館　展示室

１１／１８(日） 尺八と琴の会 文化会館　小ホール

１１／２５(日） 民謡発表会 文化会館　小ホール

◆問い合わせ先　中央公民館　　☎４３・７４５０

文化芸術の秋を満喫してみませんか？
　平成24年度第51回赤穂市民文化祭の日程が下記のとおり決まりました。日ごろ練習した成果を市
民のみなさんの前で発表します。入場は無料ですので、どうぞお気軽にお越しください。

文化のふれあい～�第51回�赤穂市民文化祭

住宅用火災警報器
平成23年6月1日から設置が義務化されました

住宅用火災警報器
平成23年6月1日から設置が義務化されました

悪徳業者による消火器の
処分・点検にはご注意を!!
悪徳業者による消火器の
処分・点検にはご注意を!!
不要消火器の処分費 1,000円～不要消火器の処分費 1,000円～
㈱ 播 州 商 会

赤穂市上仮屋南4－21 ☎42・4032　FAX42・4000

●民事全般・交通事故・家事(離婚・男女間トラブル）　●相続
（遺言･遺産分割）・不動産（借地借家・境界）　●債務整理（破
産･任意整理）・労働問題　●刑事全般（弁護・告訴･告発）・消
費者問題　●その他・人生相談

法を味方にするために、お手伝いします。
姫路市北条宮の町287-6
島根ビル5階

TEL.079-223-1772

土日祝日、早朝及び赤穂市内での
相談も可能です。（要予約）
http://www.yamasaki-lawoffice.jp/

赤穂市民病院  正規職員・正規職員（中途）募集
■正規職員（採用予定：平成25年４月１日）
職　種 採用予定人員 応　募　資　格

① 看護師
助産師 約10名 看護師または助産師資格を有する人、ま

たは取得見込みの人
■正規職員（中途）（採用予定：採用試験日の翌月１日）
職　種 採用予定人員 応　募　資　格

② 看護師
助産師 若干名 看護師または助産師資格を有する人

■正規職員（中途）（採用予定：平成25年１月１日）
職　種 採用予定人員 応　募　資　格

③ 診療情報
管理士 １名

昭和43年４月２日以降に生まれた人で診
療情報管理士の資格を有し、５年以上の
診療報酬請求事務の経験を求む

●試験内容
　①②＝筆記試験（小論文）および面接
　③＝筆記試験（小論文、専門科目）および面接
●試験日時および受付期間（看護師・助産師）

試　験　日 受付期間
第２回 平成24年10月６日（土） ９月10日（月）～９月28日（金）
第３回 12月１日（土） 11月12日（月）～ 11月22日（木）
第４回 平成25年２月２日（土） １月４日（金）～１月25日（金）
※�ご都合の良い日を選んでご応募ください。応募は郵送できます。ただし募集定
員に達したときは採用試験を行わない場合があります。郵送でも受け付けます
が、期間内に配達されていることを要します。

●試験日時および受付期間（診療情報管理士）
　試験日：10月６日（土）
　受付期間：９月10日（月）～ 9月28日（金）
●試験会場　市民病院３階講義室
●�申込方法　当院指定の履歴書に必要事項を記入のうえ、市
民病院総務課まで持参または郵送で応募してください。
●受付時間　午前８時20分～午後５時まで（土日・祝日を除く）
問赤穂市民病院�総務課　☎４３・６４１４

鍵かけ防犯マスコット
「キー坊」
赤穂警察署

自転車にカギを
かけましょう！

→
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造
建
築
コ
ー
ス
＝
15
名�　

金

属
系
専
科
溶
接
コ
ー
ス
＝
15

名
、
金
属
塗
装
コ
ー
ス
＝
15

名�　

機
械
系
専
科
機
械
加
工

コ
ー
ス
＝
15
名
、
機
械
製
図
・

工
作
コ
ー
ス
＝
10
名

◦�

対
象
者　

新
卒
者
・
求
職
者

◦�

訓
練
期
間　

１
年
間（
平
成
25

年
４
月
～
平
成
26
年
３
月
）

◦�

出
願
期
間　

10
月
１
日（
月
）～

10
月
19
日（
金
）

◦�

選
考
日　

10
月
24
日（
水
）

◦�

選
考
内
容　

面
接
、
学
科
60
分

（
数
学
Ⅰ
、
数
学
Ａ
）

◦�

授
業
料　

無
料（
諸
経
費
＝
自

己
負
担
４
万
円
程
度
、
別
途
検

定
受
験
料
等
必
要
）

問�

兵
庫
県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校

�

☎
０
７
９
・
２
４
０
・
７
０
７
７

※�

Ｈ
Ｐ「
県
立
も
の
づ
く
り
大
学

校
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　

伊
丹
市
に
あ
る
国
立
県
営
兵
庫

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で
は
、

身
体
障
が
い
者
で
平
成
25
年
４
月

入
校
の
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま

す
。

◦�

対
象
者　

身
体
障
が
い
者（
所

定
の
条
件
を
満
た
す
人
）

◦�

募
集
科
目
と
定
員　

１
年
制

　

�　

Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科
＝
20
名

　

�　

Ｏ
Ａ
事
務
科
＝
20
名

　

�　

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
科
＝

20
名

　

�　

イ
ン
テ
リ
ア
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
＝
15
名

◦�

受
付
期
間　

10
月
１
日
～
31
日

◦�

選
考
日　

11
月
14
日（
水
）

◦�

そ
の
他　
　

授
業
料
は
無
料

（
た
だ
し
、
教
科
書
代
等
は
自

己
負
担
）�　

通
校
が
困
難
な
人

に
つ
い
て
は
、
校
内
に
寮
設
備

が
あ
り
ま
す
。

問�

国
立
県
営
兵
庫
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校（
伊
丹
市
東
有
岡

４
丁
目
８
番
地
）

�

☎
０
７
２
・
７
８
２
・
３
２
１
０�

　

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.hyoushou.jp/

▽▽

▽▽

募集

身
体
障
害
者
訓
練
生

募集

身
体
障
害
者
訓
練
生

▽▽▽▽

▽▽▽▽

▽▽▽▽

◦�

日
時　

９
月
23
日（
日
）�

午
前

10
時
～
午
後
３
時

◦�

場
所　

神
戸
地
方
法
務
局
龍
野

支
局

◦�

担
当
者　

法
務
局
職
員
、
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
公

証
人
、
人
権
擁
護
委
員

◦�

内
容　
　

不
動
産
の
相
続（
遺

言
等
の
公
正
証
書
に
関
す
る
こ

と
も
含
む
）、
売
買
、
贈
与
、

抵
当
権
抹
消
等
の
手
続
き
に
関

す
る
こ
と�　

土
地
の
境
界
、

法
務
局
の
地
図
等
に
関
す
る
こ

と�　

人
権
問
題
に
関
す
る
こ

と（
日
常
生
活
で
困
っ
た
り
、

悩
ん
で
い
る
こ
と
等
）�　

そ
の

他
法
務
局
の
所
掌
事
務
全
般
に

関
す
る
こ
と

◦�

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

神

戸
地
方
法
務
局�

龍
野
支
局
総

務
課

�

☎
０
７
９
１
・
63
・
３
２
２
１

　

遺
言
や
任
意
後
見
契
約
、
金
銭

消
費
賃
借
・
土
地
建
物
の
賃
貸
借

な
ど
の
大
切
な
契
約
を
公
正
証
書

で
作
成
し
て
お
く
こ
と
で
、
権
利

の
争
い
を
未
然
に
防
ぎ
、
あ
な
た

の
財
産
を
守
り
ま
す
。
公
正
証
書

の
作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

公
正
証
書
な
ど
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
龍
野
公
証

役
場
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
す
。

問�

龍
野
公
証
役
場

�
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９
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・
62
・
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調
停
委
員
が
調
停
の
メ
リ
ッ
ト

や
調
停
の
流
れ
を
説
明
し
ま
す
。

予
約
は
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　

10
月
24
日（
水
）�

午
前

10
時
～
午
後
４
時（
３
時
30
分

受
付
終
了
）

◦�

会
場　

姫
路
労
働
会
館
３
階
大

ホ
ー
ル

問�

神
戸
地
方
・
家
庭
裁
判
所
姫
路

支
部

　

☎
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・
２
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２
１（
代
表
）

※�

問
い
合
わ
せ
期
間
＝
10
月
２
日

～
23
日
の
火
・
金
曜
日（
午
前
９

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時
）

　

全
国
の
刑
務
所
で
は
、
受
刑
者

が
社
会
復
帰
を
目
指
し
て
、
日
々

各
種
の
教
育
活
動
、
職
業
訓
練
の

受
講
等
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
、
地
域
社

会
の
人
々
に
広
く
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
作
業
製
品
の
展
示
即
売
を

行
い
、
矯
正
行
政
及
び
更
生
保
護

事
業
の
理
解
を
得
る
た
め
、
姫
路

矯
正
展
を
開
催
し
ま
す
。

◦�

日
時　
　

10
月
20
日（
土
）�

午

前
10
時
～
午
後
４
時�　

21
日

（
日
）�

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◦�

場
所　

姫
路
少
年
刑
務
所
構
内

◦�

内
容　
　

刑
務
所
作
業
製
品
の

展
示
即
売（
姫
路
独
楽
、
応
接

セ
ッ
ト
、
花
台
、
陶
器
、
革
製

品
な
ど
約
２
８
０
種
類
）�　

パ

ネ
ル「
暮
ら
し
の
中
の
刑
務
作

業
」の
掲
示�　

施
設
内
部
の
見

学�　

専
門
の
鑑
別
職
員
に
よ

る
性
格
検
査
の
体
験
実
施
等

問�

姫
路
少
年
刑
務
所

�

☎
０
７
９
・
２
９
６
・
１
０
２
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◦�
募
集
コ
ー
ス　
　

住
宅
系
専
科

住
宅
設
備
コ
ー
ス
＝
15
名
、
木

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

お知らせ

10
月
１
日
か
ら
７
日
は
、

公
証
週
間
で
す

お知らせ

10
月
１
日
か
ら
７
日
は
、

公
証
週
間
で
す

お知らせ

無
料
調
停
相
談
会

お知らせ

無
料
調
停
相
談
会

お知らせ

第
26
回
姫
路
矯
正
展

お知らせ

第
26
回
姫
路
矯
正
展

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

募集

県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校

平
成
25
年
度
入
校
生

募集

県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校

平
成
25
年
度
入
校
生

▽▽

赤穂市文化会館
チケット予約専用　☎４３・５１４４　ぃ４３・５９５０

ホームページアドレス　http://www2.memenet.or.jp/̃akoharm/
　 ： ako-harmony@memenet.or.jp

HARMONY INFORMATION

☎４３・５１１１

ハーモニーインフォメーションハーモニーインフォメーション

開館20周年
記念事業 平原綾香　Concert Tour 2012　～ドキッ！～

9月30日(日) 17：30開演  大ホール  全席指定
入場料：友の会6,200円　一般6,500円

10月5日(金) 19：00開演  6日(土) 18：00開演
　　　　　　　　　　　　　　　大ホール  全席指定【音楽監督】　樫本大進（ヴァイオリン）
出演：樫本大進、川久保賜紀、ナタリア・ロメイコ、アミハイ・グロス、ギャレス・

ルべ、クラウディオ・ボルケス、ナビル・シェハタ、コンスタンティン・リ
フシッツ、カティア・スカナヴィ、ポール・メイエ、ブルーノ・シュナイダー

入場料：1,000円（※友の会割引はございません）

ル・ポン2012　姫路国際音楽祭・赤穂国際音楽祭
好評発売中

10月13日(土) 18：00開演  大ホール  全席指定
出演：トニー・サッグス（Pf）、バリー・クーパー（Tb）、クリストファー・トーマス（B）ほか
入場料：一般4,500円　大学生以下2,500円（友の会各500円引き）

Jazz Live from New York　Tony Suggs & The Bay-See Boyz　
好評発売中

11月18日(日) 14：30開演  大ホール  全席自由
指揮：黒田洋・小林大輔　ピアノ独奏：森本茉耶
曲目：ラフマニノフ　交響曲第２番ホ短調作品27
　　　ベートーヴェン　ピアノ協奏曲第３番ハ短調作品37 ほか
入場料：友の会 400円　　一　般500円

姫路交響楽団 赤穂演奏会

10月27日(土) 15：00開演  大ホール  入場無料
３中学校＆高免信喜トリオ共演　Jazz Work Shop 2012

好評発売中

近日発売
予定！
近日発売
予定！

◎赤穂市吹奏楽団第７回定期演奏会　11月25日（日）　開演14：00
◎ハーモニー第九演奏会　12月9日（日）　開演14：00
◎歴史研究講座 森村誠一 忠臣蔵を語る　12月15日（土）　開演14：00

今後発売
予定公演

〒678-0232　兵庫県赤穂市中広１３７０番地１
http://www.yst21.co.jp

　　　ホームページをリニューアルしましたのでこちらもご覧下さい。

廃棄物・ごみに関するお悩みは、是非当社にご相談下さい。
資源ごみは、捨てないで！

西播磨県民局だより

〒678-0202 
赤穂市山手町7番地の7
TEL46-3011

（有）結城建設（有）結城建設

ついに登場 !!

憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！
あれもこれも、みんな収納できる。
　　おまけにリビングも広く！
　　　　　ハイグレード住宅ですよ。

普通の家とは

ココが違う！
普通の家とは

ココが違う！

リビング天井
3.8ｍ

大型収納
（ハシゴなし）

図書館だより
「臨時休館」
　図書館情報システムの更新に
伴い、下記の期間について臨時
休館します。
●�期間　９月24日（月）～ 10月１
日（月）
　臨時休館に伴い、９月11日（火）
～９月23日（日）まで貸出期間を
３週間、貸出冊数15冊（うちビデ
オ・ＣＤ・ＤＶＤは３点）までと
します。
　休館中は、貸出・閲覧・利用
登録ができませんのでご了承く
ださい。
　休館中の図書（ビデオ・ＣＤ・
ＤＶＤを除く）の返却は玄関横の
返却ポストをご利用ください。

「チャレンジ読書」
　このたび、図書館では読書推
進のため、秋の読書週間を中心
に下記の期間 “ チャレンジ読書 ”
をはじめます。
●�期間　10月５日（金）～12月24
日（月 ･祝）
・�対象は中学生以下とします。（そ
の他参加希望者はお申出くだ
さい。）
・�期間中に、図書を借りた人に「読
書通帳」をお渡しします。
・�各自で「読書通帳」に借りた本
を記入します。
・�期間中、一定数以上読書した
人に「オリジナルしおり」等を
お渡しします。
　
｢９月、10月の祝日開館及び振替
休館｣
　９・10月の祝日開館は、９月
17日（月・敬老の日）、９月22日
（土・秋分の日）、10月８日（月・
体育の日）です。ぜひご来館くだ
さい。
　なお、９月18日（火）、10月９
日（火）は振替休館日となります。

「いないいないばあの会」
●�日時　９月20日（木）�
　午後２時～
●�申込み・問い合わせ先
　図書館　☎４３・０２７５

●日時　９月１日（土）～ 12月27日（木）
　�（応募締切日／平成25年１月15日（火）必着）
●�場所　ＪＲ赤穂線沿線地域（相生市・赤穂市・備前市・瀬戸内市）
●�内容　ＪＲ赤穂線全線開業50周年を記念して、沿線地域を
巡るスタンプラリーを開催しています。ご参加ください。

●�特徴　沿線の８施設にあるスタンプを集めて応募する
と、抽選で豪華賞品が当たります。
グランプリ賞（スタンプ８ヵ所分）３万円旅行券×１本
金賞（スタンプ６ヵ所分）１万円旅行券×　４本
銀賞（スタンプ５ヵ所分）５千円特産品×　８本
銅賞（スタンプ４ヵ所分）３千円特産品×４０本

問西播磨県民局地域づくり課　☎５８・２３６５

　西播磨への定住や短期滞在、都市と農村との交流・農業
体験等に関する情報提供・相談をワンストップで行います。
●��開所時間　毎週水～日曜日　午前９時～午後４時30分
（年末年始除く）
●�場所　播磨科学公園都市　光都サービスセンター内
　赤穂郡上郡町光都3-7-1　TEL&FAX５８・１２５２
●�業務内容　①西播磨地域の交流・体験情報の提供②西播
磨地域での定住に関する情報の提供③短期滞在・定住等
に関する相談④空き家物件への現地案内

ホームページ :「自然満喫！西播磨暮らし」
　　　　　　　http：//harikura-west.jp/

ＪＲ赤穂線 50周年記念沿線スタンプラリー開催中ＪＲ赤穂線 50周年記念沿線スタンプラリー開催中

「西播磨暮らしサポートセンター」を開設しました「西播磨暮らしサポートセンター」を開設しました
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

　
　
　

お
求
め
は
兵
庫
県
内
で
！

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
各
市
町
の
明

る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
収
益
金
は
兵
庫
県
内
の
販
売
実

績
な
ど
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
兵
庫
県
内
の
宝
く
じ
売
り
場
で
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
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あなたのやさしさを善意の窓口へ―――

預託状況（７月１日～７月31日受付分）
あたたかい善意をありがとうございました

赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん

●委任預託　 〈敬称略〉
住　　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容
有年牟礼 匿 名 5,000 福祉機器借用御礼
加 里 屋 匿 名 5,000 車椅子借用御礼
南 宮 町 片桐　ヨシミ 50,000 亡夫満中陰志
尾 崎 松 原 　 孝 幸 100,000 亡父満中陰志
尾 崎 山 本 　 昌 弘 100,000 亡母満中陰志
大 橋 町 匿 名 3,000 車椅子借用御礼
福 浦 山 脇 　 恒 彦 50,000 亡母（三四恵）満中陰志
西 有 年 安 本 　 直 充 30,000 亡父（信雄）満中陰志
西 有 年 安 本 　 憲 司 30,000 亡父満中陰志
真 殿 匿 名 10,000 善意で

◎善意銀行受付窓口・・・赤穂市社会福祉協議会◎

　賛助会費は、社会福祉協議会の貴重な財源です。安定した
地域福祉事業の充実や発展を図るためにも、皆さまのあたた
かいご援助が必要です。ご協力をお願いいたします。

（法人会費：5,000 円、個人会費：2,000 円、一般会費：500 円）

賛助会費 ありがとうございました〈敬称略〉

福祉の拠点をみんなで支えてください。

【個人】
� 田原ひとみ� 木村　　靖� 木村　音彦� 戸谷　喜伴� 松本　　保
� 中井加和恵� 久須　　暉� 沖　　照幸� 榊　　　敏� 萬代新一郎
� 藤井　輝雄� 西森　雅和� 平田孝次郎� 赤松　功夫� 美淋　正則
� 岡本　　勇� 西側　禎男� 濱田つや子� 溝田香代子� 沖汐　守彦
【法人】
� （医）千水会赤穂仁泉病院� トヨタカロ―ラ姫路㈱赤穂店
� （特養）瀬戸内ホーム� 中村印刷㈲� 御崎タクシー株式会社
� 姫路信用金庫赤穂支店� 播州信用金庫赤穂支店� 神戸新聞赤穂専売所
� キムラカメラスタジオ� ㈱田原文具センター� 亀井第二歯科医院
� 中谷機工株式会社� ㈲みなと保険企画� ヘルシーガーデン
� 周世ふれあい市場� 赤穂市婦人共励会� 小野高速印刷㈱
� 是兼モータース㈱� ㈱デイリーエッグ� 赤穂市遺族会� ㈱葛島工務店
� 赤井歯科医院� 木南歯科医院�㈲西備建材店� 杉山硝子店�尾崎店
� 御崎光和会� スーパー虎王� てんとうむし� ㈲ KOJI 建設
� 東洋紙業㈾� ㈱赤松工業� ㈲寒川商店� 鎌島水産㈲
� 生そば更科� ㈲つづれや� ㈱播州商会� ㈱やまざき
� ㈱カマタニ� 花てまり� 石川眼科� ㈱ハトヤ
� 播磨屋� 鼓会� ㈱亀井産業� ㈱中野建設
� ㈱クリハラント赤穂工業所

匿名の方々からもご協力をいただきました。

編集：社会福祉法人
赤穂市社会福祉協議会
（ボランティアセンター）

赤穂市中広２６７
（赤穂市総合福祉会館内）
ＴＥＬ４２・１３９７
ＦＡＸ４５・２４４４
http://ako-shakyo.jp/
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８月８日（水）に兵庫県共同募金会会長より、共同募金運動に顕�
著な功績がある方に、表彰状並びに感謝状が贈呈されました。
被表彰者の皆さんに感謝いたします。� （敬称略）
《表　彰》
（推進委員） 松原　貞 山根　泰輔
（協 力 員） 小野　宏義 西川　洋一 山田　佳恵

中森　逸彌 島田　裕弘 黒田　慶二
池田　正男 伊藤　康子 中道　昭之
岡　　�美晴 岡本　正

《感　謝》
（推進委員） 清水　政幸
（協 力 員） 加賀　宏之 矢野　一昭 後藤　利彦

兵庫県共同募金会会長　《表彰・感謝》

平成24年度在宅重度心身障がい者（児）激励事業

●日　時　10月19日（金）
　【午前８時出発、午後５時半到着予定】
●内　容　東映太秦映画村と西陣織会館
●�募集人員　24名（定員を超えた場合は抽選とさせていただ
きます。）＊初めての申込者優先となります。

●�参加対象者　在宅重度心身障がい者（児）《要介護者》とその
家族《介護者》　※身体障害者手帳１・２級または、療育手帳Ａの方

●�参加費　おひとり2,200円　
●受付日　９月19日（水）～９月21日（金）
　　　　　午前９時～午後５時まで
●問い合わせ　詳細は社会福祉協議会　☎４２・１３９７

　外出の機会の少ない在宅重度心身障がい者（児）とその家族
（介護者）同士の交流を深めるため、京都への日帰りバス旅行を
企画しました。
　介助ボランティアも同行しますので、どうぞご参加ください。

東映太秦映画村への旅 !!

◆日時　10月９日～ 11月27日　≪全８回≫
　　　　毎週火曜日　午前10時～正午
◆場所　総合福祉会館　２階技能習得室（２）
◆対象　市民　20名
◆講師　赤穂点灯会
◆�受講料　無料（テキスト代525円は自己負担）
◆申込締切　９月28日（金）※定員になり次第締め切り

はじめての点字講座～点字についてもっと知ろう！～

　９月３日（月）に西社協理事長が、市内におられる百歳の方を訪問し、長寿のお祝いをしました。
今年度対象の方は次の方々です。これからもお元気でお過ごしください。

また、市内８４歳の方３６８名に、橋寿のお祝いとして記念写真を贈呈します。

粟山�カツヱさん 伊藤�秀子さん 陰山�きくゑさん 坂野�スヱさん 村田�あきのさん

市内百歳到達者を訪問祝 敬老 長寿

藤原�いさ子さん 本田�ふじさん 藤本みさのさん 児島�教靜さん 矢野�　周さん

◦ 小 地 域 福 祉 活 動 の 実 践 講 座 ◦

◆�日時　10月４日㈭、10月11日㈭、10月18日㈭、
　　　　10月25日㈭　いずれの日も午後１時～４時
◆�場所　総合福祉会館　３階集会室
◆��内容　①Word の復習　②介護シートの作成　③ゴミの分
別シートの作成　④三つ折りパンフレットの作成
　講師＝浜野　好正�氏
◆�対象
　⑴�赤穂市民で現に地域活動をしている人。または地域活動に
興味があり、今後活動をしたい人。

　⑵ �XP 以上のノートパソコンを持参できる人。⑴⑵の条件
を満たすこと。ただし、上記４日とも参加ができる人を
優先します。

◆�定員　30名　◆�参加費　1,000円（資料代ほか）
◆�申込方法　９月28日㈮までに社会福祉協議会へお申し込み
ください。※申込多数の場合は抽選とさせていただきます。

ワード中級編
（地域活動者のためのパソコン講座）

パソコン
初心者
歓　迎 !!

　第２のライフステージが始まり、何をしようか思案中のあな
た！特技を磨き、新たな活動を始めてみませんか？地域はあな
たを待っています。
◆対象　・�地域活動に興味があり、今後活動を考えている人
　　　　・�赤穂市内で現在地域活動をしている人
◆場所　総合福祉会館　３階集会室
◆定員　30名　　◆参加費　500円（資料・実習代含む）
◆�申込締切　10月４日（木）までに参加費を添えて社会福祉協議
会までお申し込みください。

開催日時 内　　　容 講　　　師
１日目
10月10日

㈬

10時～
15時

開講式
「コミュニケーション技術
を学ぼう」―傾聴の実践ー

ダブルアイズ
�岩井　美詠子　氏

２日目
10月17日

㈬

9時～
12時

「デジタルカメラを活用して記録を
残そう」ーデジカメで遊ぶー

赤穂光影会会員
�三宅　　健　氏

13時～
15時

「バルーンアートを学ぶ」
―風船の魔術ー

兵庫県子ども会連合会
常務理事兼事務局長

�速水　順一郎�氏

３日目
10月31日

㈬

10時～
12時

「簡単料理の腕を磨こう」
ーみんなで楽しんでつくるー

市保健センター
管理栄養士�堀　知富　氏

13時～
15時

「ちょっとしたお手伝いでいいんです
よ」ーご近所の助け合い活動の原点ー
閉講式

赤穂市社会福祉協議会
�社会福祉士　岩﨑　文子

平成24年度　おかえりなさいお父さん　いらっしゃいお母さん
小地域福祉活動実践講座

児島教靜さん
　「私は子どもが大好きで、夏休みになると
町内の子どもたちがラジオ体操の後に遊び
に来てくれるのを毎年楽しみにしています。
子どもと遊んで元気をもらっていることが
長寿のヒケツではないかと思っています。
また、何にでも興味が持て、感動すること
も大切だと思います。」

伊藤秀子さん
　「私は幼い頃から身体が弱かったのですが、
周りの人に支えられて百歳になりました。現
在は、規則正しい生活を送り、たまに料理を
します。食事は暴飲暴食をせず、魚を良く食
べています。また、趣味で編み物をして手先
を動かしています。そういったことが長寿の
ヒケツだと思います。これからも、人に迷惑
をかけず、生活していきたいです。」

百歳長寿の
方に聞く！
～長寿のヒケツ～
百歳となった現在で
も元気にいきいきと
生活されているお二
人に長寿のヒケツを
聞いてみました！

◆�主催・申込先　社会福祉協議会（ボランティアセンター）

※�実際のボランティア活動では、
パソコンと専用のプリンターで
点字を打ちますが、本講座では
点字盤を使って行います。

��No.7�9  �01�年 9月�� No.7�9  �01�年 9月 このページの問い合わせは赤穂市社会福祉協議会（ボランティアセンター）☎42・1397まで このページの問い合わせは赤穂市社会福祉協議会（ボランティアセンター）☎ 42・1397まで



▪�広報あこうは自治会を通じてお届けしています。
▪�その他、スーパー、コンビニエンスストア、観光
案内所（播州赤穂駅）、各地区公民館、市役所にも
設置していますのでご利用ください。

▪�次回の回覧広報あこうは９月25日（火）、
　広報あこうは10月10日（水）の発行予定です。
▪広報あこうは再生紙を使っています。

　フォトニュースで掲載し
ましたAKBパラリンカッ
プの写真は、清水幸代さん
と盲導犬のTrue（トゥルー）
が開会式で選手宣誓してい
る写真です。
　清水さんの話しでは、
True とは9年間一緒に生
活されたそうですが、この

10月で盲導犬を引退しお
別れするそうです。
　ずっと一緒に過ごしてき
たので寂しくなりますね
と聞くと、「楽にしてあげた
い」とおっしゃった清水さ
んの言葉が印象的でした。
　True、9年間本当にお疲
れ様でした。� て

くらしのカレンダー 9/10 ～ 10/20

保育所子育て� 赤穂☎42・3368�塩屋☎42・0323�尾崎☎42・2297
　電話相談� 御崎☎42・3338�坂越☎48・8458�有年☎49・2297
子育て相談（子育て学習センター）� ☎45・3290
青少年育成相談　青少年育成センター（随時）� ☎43・7831
� フリーダイヤル�0120・783・115
消費生活センター（市民対話課内）（随時）� ☎43・7067(相談専用)
女性問題電話相談　女性交流センター（火～金�13:00～16：00祝日除く）�☎43・7800
市民生活無料法律相談　市民対話課� 予約☎43・6818
心配ごと相談　こころの相談　社会福祉協議会� 予約☎42・1397
犬の引き取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所�☎0791・63・5146

市
福
保セ

市役所（代表）�☎43・3201
総合福祉会館�☎42・1397
保健センター�☎43・9855

会

健康
地セ
市民会館� ☎43・7450
地域活動支援センター�☎48・1615
赤穂健康福祉事務所�☎43・2321

問 い 合 わ せ 先

健康・相談

広 報

10月
1
2 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

●消費生活・司法書士相談（要予約） 10：00 ～ 12：00 

3
●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 
●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 
●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 
●農地相談　10：00 ～ 11：30 
●３歳児健診（Ｈ21.4生） 13：30 ～ 14：30　受付 

4 ●年金出張相談　10：00 ～ 15：00 

5 ●健康相談　9：00 ～ 11：00 

6
7  きむクリニック ☎ 45・7355

9：00 ～ 17：00

8  久保川医院 ☎ 42・2140
9：00 ～ 17：00

9 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

10 ●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 

11 ●子育て相談（子育て学習センター） 13：30 ～ 16：00 

12 ●栄養相談（要予約） 9：30 ～ 11：30 

13 ●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 
　10：00 ～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

14  秋山成長クリニック ☎ 46・4115
9：00 ～ 17：00

15 ●楽らく健康教室　13：30 ～ 15：30 

16 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00
●ネコの引き取り　8：30 ～ 9：30 

17
●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 
●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 
●女性問題専門相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
　 市民対話課　☎43・6818
●１歳６ヵ月児健診（H23.3） 13：30 ～ 14：30　受付 

18 ●心配ごと相談（弁護士・要予約） 8：30 ～ 12：00 

19
20 ●特定法律相談　9：30 ～ 12：00 

　 市民対話課　☎43・6818

9月
10 ●人権相談　10：00 ～ 12：00 

●楽らく健康教室　13：30 ～ 15：30 

11 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

12
●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●心配ごと相談 13：00 ～ 17：00 
●２歳児歯科健診（Ｈ22.1生、Ｈ22.2生） 13：30 ～ 14：30　受付 

13 ●子育て相談（子育て学習センター） 13：30 ～ 16：00 

14 ●栄養相談（要予約） 9：30 ～ 11：30 

15 ●特定法律相談　9：30 ～ 12：00 
　 市民対話課　☎43・6818

16  てんわかかりつけ医院 ☎ 43・7411
9：00 ～ 17：00

17  宮崎クリニック ☎ 43・4877
9：00 ～ 17：00

18 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00
●ネコの引き取り　8：30 ～ 9：30 

19
●女性問題専門相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
　 市民対話課　☎43・6818
●１歳６ヵ月児健診（Ｈ23.2生） 13：30 ～ 14：30　受付 
●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 
●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 

20 ●国民年金相談　13：30 ～ 16：00 
●心配ごと相談（弁護士・要予約） 8：30 ～ 12：00 

21
22  岩谷内科 ☎ 45・2888

9：00 ～ 17：00

23  中村内科医院 ☎ 46・0012
9：00 ～ 17：00

24

25
●健康相談　9：00 ～ 11：00 
●行政相談（相談委員） 10：00 ～ 12：00 
●知的障がい者相談　10：00 ～ 12：00 
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

26
●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●４カ月児健診（Ｈ24.5生） 13：30 ～ 14：30　受付 
●精神障がい者相談　10：00 ～ 12：00 地セ
●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 

27 ●身体障がい者相談　10：00 ～ 12：00 

28
29
30  堀クリニック ☎ 43・6066

9：00 ～ 17：00


